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(57)【要約】
　ストリーミングされたメディアに共同でキャプション
を付ける方法であって、当該方法は、第１デバイスで音
声の視覚表示をレンダリングするステップと、第１メデ
ィアセグメントに関するセグメントパラメータを第１デ
バイスから受信するステップと、第１デバイスとは異な
る第２デバイスで音声の視覚表示をレンダリングするス
テップと、第１メディアセグメントに関するキャプショ
ンを第２デバイスから受信するステップと、を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像及び音声を有するストリーミングされたメディアにキャプションを付ける方法であ
って、前記方法は、
　遠隔メディアリポジトリからデバイスに前記メディアをストリーミングするステップと
、
　第１デバイスで前記音声の視覚表示及び前記メディアのタイムラインをレンダリングす
るステップであって、前記音声の前記視覚表示は、前記タイムラインにおけるタイムスタ
ンプ位置に対応する位置でレンダリングされる、レンダリングするステップと、
　第１タイムスタンプ及び第２タイムスタンプで境界を付けられたメディアセグメントを
定義するセグメントパラメータを受信するステップと、
　前記第１タイムスタンプ及び前記第２タイムスタンプに関連付けられたキャプションを
備えるキャプションファイルを生成するステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記遠隔メディアリポジトリから第２デバイスに前記メディアをストリーミングするス
テップと、
　定義された前記メディアセグメントの前記第１タイムスタンプ及び前記第２タイムスタ
ンプに対応したアイコンを有する前記音声の前記視覚表示をレンダリングするステップと
、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　定義された前記メディアセグメントに関連付けられた注釈を前記第２デバイスから受信
するステップと、
　前記第１タイムスタンプ及び前記第２タイムスタンプに関連付けられた前記キャプショ
ンのバージョンとして前記注釈を保存するステップを含む、前記キャプションファイルを
編集するステップと、をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　注釈を受信するステップは、
　定義された前記メディアセグメントの選択を受信するステップと、
　選択された前記メディアセグメントに関連付けられたキャプション入力フィールドで前
記注釈を受信するステップと、を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記キャプション入力フィールドが、選択された前記メディアセグメント内の映像フレ
ームに関連付けられたテキスト入力を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　第３デバイスに前記メディアをストリーミングするステップと、
　前記第１タイムスタンプと前記第２タイムスタンプとの間の映像フレーム上で、定義さ
れた前記メディアセグメントに関する前記注釈をレンダリングするステップと、をさらに
含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２デバイスから境界変更を受信するステップと、変更された前記境界に対応した
タイムスタンプを有する前記キャプションファイル内の前記キャプションを更新するステ
ップと、をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　第３及び第４タイムスタンプによって境界を付けられた第２メディアセグメントを定義
するセグメントパラメータを前記第２デバイスから受信するステップと、新たなキャプシ
ョンに関連付けられた前記第３及び前記第４タイムスタンプを前記キャプションファイル
に追加するステップと、をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記メディアセグメントを定義するセグメントパラメータを受信するステップは、前記
視覚表示のセグメントの選択を受信するステップを含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記視覚表示のセグメントの選択を受信するステップは、
　前記第１タイムスタンプで入力を受信するステップと、
　前記第１タイムスタンプから始まる前記映像及び前記音声を再生するステップと、
　前記入力の解除を検出して、前記入力が解除された前記タイムスタンプに前記第２タイ
ムスタンプを設定するステップであって、前記入力は、映像及び音声の再生中に維持され
る、設定するステップと、を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記入力が、前記音声の前記視覚表示の位置のカーソル選択である、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記キャプションファイルが前記遠隔メディアリポジトリに記憶される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１３】
　音声信号を含むメディアに共同でキャプションを付ける方法であって、前記方法は、
　第１デバイスで前記音声信号の視覚表示をレンダリングするステップと、
　第１メディアセグメントの境界に対応するセグメントパラメータを前記第１デバイスか
ら受信するステップと、
　第２デバイスで前記音声信号の前記視覚表示をレンダリングするステップであって、前
記第２デバイスは前記第１デバイスとは異なり、前記視覚表示は、前記第１メディアセグ
メントの前記境界に対応するアイコンをさらに含む、レンダリングするステップと、
　前記第１メディアセグメントに関する注釈を前記第２デバイスから受信するステップと
、を含む方法。
【請求項１４】
　第２メディアセグメントの境界に対応するセグメントパラメータを前記第２デバイスか
ら受信するステップをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第３デバイスで前記音声信号の前記視覚表示をレンダリングするステップであって、前
記第３デバイスは前記第１及び第２デバイスとは異なり、前記視覚表示が、前記第１及び
第２タイムスタンプに対応するアイコンをさらに含む、レンダリングするステップと、前
記第１タイムスタンプと前記第２タイムスタンプとの間で生じる映像フレーム上で前記第
１メディアセグメントに関する前記注釈をレンダリングするステップと、第２メディアセ
グメントの境界に対応するセグメントパラメータを前記第３デバイスから受信するステッ
プと、をさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１メディアセグメントに関するセグメントパラメータ変更を前記第２デバイスか
ら受信するステップと、前記セグメントパラメータ変更に基づいて前記第１メディアセグ
メント境界を更新するステップと、をさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記セグメントパラメータが、第１タイムスタンプ及び第２タイムスタンプを示し、前
記第１メディアセグメントの境界に対応するセグメントパラメータを受信するステップは
、タイムラインに沿って前記メディアを進めるステップと、前記第２タイムスタンプで第
２入力を受信するステップと、を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　連続的なメディアセグメントに対応するセグメントパラメータを第１デバイスから受信
するステップをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　連続的なメディアセグメントに対応するセグメントパラメータを前記第１デバイスから
受信するステップは、タイムラインに沿って前記メディアを進めるステップを含み、第１
入力の持続された受信中、
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　前記第１タイムスタンプで第２入力を受信するステップと、
　前記第２タイムスタンプで第３入力を受信するステップと、
　第３タイムスタンプで第４入力を受信するステップと、を含み、
　前記第１メディアセグメントは、前記第１タイムスタンプと前記第２タイムスタンプと
の間に定義され、第３メディアセグメントは、前記第２タイムスタンプと前記第３タイム
スタンプとの間に定義される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　遠隔メディアリポジトリから前記第１及び第２デバイスに前記メディアをストリーミン
グするステップをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項２１】
　多言語でメディアに共同でキャプションを付ける方法であって、前記メディアは映像及
び音声を含み、前記方法は、
　メディアセグメントに関する第１言語の第１注釈を第１ユーザアカウントから受信する
ステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第１言語のキャプションとしての前記第１注釈を
保存するステップと、
　第２ユーザアカウントで前記メディアセグメントに関する前記第１言語の前記キャプシ
ョンをレンダリングするステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第１言語とは異なる第２言語の第２注釈を前記第
２ユーザアカウントから受信するステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第２言語のキャプションとしての前記第２注釈を
保存するステップと、を含む方法。
【請求項２２】
　前記メディアセグメントに関する前記第１言語の第１注釈を前記第１ユーザアカウント
から受信するステップの前に、前記メディアセグメントを定義するシステムパラメータを
第３ユーザアカウントから受信するステップをさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記メディアセグメントを定義するシステムパラメータを前記第３ユーザアカウントか
ら受信するステップは、前記メディアセグメントに関する開始及び終了タイムスタンプ選
択に対応するシステムパラメータを前記第３ユーザアカウントから受信するステップを含
む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記開始及び前記終了タイムスタンプ選択は、前記第３ユーザアカウントでレンダリン
グされる前記メディア音声ファイルの視覚表示で受信される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１、第２及び第３ユーザアカウントは、オンラインネットワークサービスの第１
、第２及び第３ユーザアカウントに関連付けられる、請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第１ユーザアカウントから前記メディアセグメントの選択を受信するステップの前
に前記第１ユーザアカウントに前記メディアをストリーミングするステップと、前記第２
ユーザアカウントから前記メディアセグメントの選択を受信するステップの前に前記第２
ユーザアカウントに前記メディアをストリーミングするステップと、をさらに含む、請求
項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第１注釈を受信するステップの前に前記第１ユーザアカウントから前記メディアセ
グメントの選択を受信するステップと、前記第２注釈を受信するステップの前に前記第２
ユーザアカウントから前記メディアセグメントの選択を受信するステップと、をさらに含
む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記メディアセグメントの選択を受信するステップは、タイムスタンプに関連付けられ
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たアイコンの選択を受信するステップを含み、前記タイムスタンプは、開始及び終了タイ
ムスタンプで境界付けられるメディアセグメント期間内にある、請求項２７に記載の方法
。
【請求項２９】
　第３ユーザアカウントで前記メディアセグメントに関する前記第２言語の前記キャプシ
ョンをレンダリングするステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第２言語の第３注釈を前記第３ユーザアカウント
から受信するステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第２言語の第２キャプションとしての前記第３注
釈を保存するステップと、をさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記メディアセグメントに関する前記第２言語の前記第１及び第２キャプションに関す
る分析を実行するステップと、
　前記分析に基づいて前記第１キャプション又は前記第２キャプションを選択するステッ
プと、
　前記第４ユーザアカウントから受信した前記第２言語のキャプションの要求に応じて、
選択された前記第１キャプション又は前記第２キャプションを第４ユーザアカウントでレ
ンダリングするステップと、をさらに含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記第２言語の前記メディア及びキャプションを前記第４ユーザアカウントにストリー
ミングするステップをさらに含み、前記第２言語の選択された前記第１キャプション又は
前記第２キャプションは、前記メディアセグメントの開始及び終了タイムスタンプの間で
生じる映像フレームと同時にレンダリングされる、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記第３ユーザアカウントで前記メディアセグメントに関する前記第２言語の前記キャ
プションをレンダリングするステップの前に、前記第３ユーザアカウントについて前記第
２言語を選択するステップをさらに含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記第２言語を選択するステップは、前記第３ユーザアカウントから言語選択を受信す
るステップを含み、前記言語選択は、前記第２言語に関連付けられたアイコンの選択を含
む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第３ユーザアカウントで前記メディアセグメントに関する前記第２言語の前記キャ
プションをレンダリングするステップは、前記第３ユーザアカウントで前記メディアセグ
メントに関する前記第１言語の前記キャプションをレンダリングするステップを含む、請
求項２９に記載の方法。
【請求項３５】
　映像及び音声を含むメディアに共同でキャプションを付ける方法であって、前記方法は
、
　メディアセグメントに関する第１言語のキャプションとしての第１注釈を第１デバイス
から受信するステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第１言語の前記キャプションとしての前記第１注
釈を第２デバイスでレンダリングするステップと、
　前記メディアセグメントに関する前記第１言語の前記キャプションとしての第２注釈を
前記第２デバイスから受信するステップと、
　前記メディアをストリーミングするための第３デバイスからの要求に応じて、前記映像
、前記音声及び前記第２注釈を前記第３デバイスにストリーミングするステップと、を含
む方法。
【請求項３６】
　前記メディアセグメントに関する第２言語のキャプションに関する注釈を第４デバイス
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から受信するステップをさらに含み、前記第２言語は前記第１言語とは異なる、請求項３
５に記載の方法。
【請求項３７】
　メディアをストリーミングするための第５デバイスからの要求を受信するステップに応
じて、前記第１及び第２言語から前記第５デバイスについてキャプション言語を選択する
ステップと、前記映像、音声及び選択された前記言語の前記キャプションを前記第５デバ
イスにストリーミングするステップと、をさらに含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記第５デバイスについてのキャプション言語を選択するステップは、前記第５デバイ
スに関連付けられたユーザプロファイルにアクセスするステップと、前記ユーザプロファ
イルに関連付けられた言語を選択するステップと、を含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記第１デバイスについてのキャプション付け言語として前記第１言語を選択するステ
ップをさらに含む、請求項３５に記載の方法。
【請求項４０】
　前記メディアの前記音声は第２言語のものであり、前記第１デバイスについて前記第１
言語を選択するステップは、前記第１デバイスに関連付けられたユーザプロファイルにア
クセスするステップと、前記第１言語及び前記第２言語が、前記ユーザプロファイルに関
連付けられた言語であることを決定するステップと、前記第１デバイスについての前記キ
ャプション付け言語として前記第２言語を選択するステップと、を含む、請求項３９に記
載の方法。
【請求項４１】
　前記メディアセグメントに関する第１言語のキャプションとしての第１注釈を第１デバ
イスから受信するステップの前に、前記メディアセグメントに対応するセグメントパラメ
ータを第４デバイスから受信するステップをさらに含む、請求項３５に記載の方法。
【請求項４２】
　前記メディアセグメントに対応するセグメントパラメータを第４デバイスから受信する
ステップは、第２メディアセグメントに対応するセグメントパラメータを前記第４デバイ
スから受信するステップをさらに含み、前記第２メディアセグメントは前記第１メディア
セグメントとは異なる、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記第２メディアセグメントに関する前記第１言語のキャプションに関する注釈を第４
デバイスから受信するステップをさらに含む、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記第２メディアセグメントに関する前記第１言語の前記キャプションは、前記第１メ
ディアセグメントに関する前記第１言語の前記キャプションの受信とほぼ同時に受信され
る、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記第２デバイスから前記第２注釈を受信するステップの前に、前記第１言語の前記映
像、音声及びキャプションを前記第２デバイスにストリーミングするステップをさらに含
む、請求項４５に記載の方法。
【請求項４６】
　前記第１言語の前記映像、音声及びキャプションを前記第２デバイスにストリーミング
するステップとほぼ同時に、前記第１言語の前記映像、音声及びキャプションを第４デバ
イスにストリーミングするステップをさらに含み、前記第４デバイスにストリーミングさ
れた前記第１言語の前記キャプションは、前記第２デバイスから受信された前記第２注釈
によって動的に更新される、請求項４５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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[0001]　本発明は、概して、メディアキャプション付けの分野に関し、より具体的には、
メディアキャプション付けの分野においてメディアキャプションを翻訳する新規で有用な
システム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
[0002]　オンライン映像ストリーミングの流行によって、人々は、世界中で創作された映
像及びメディアにアクセスしている。以前では、映像は時には、１カ国又は１地域のみで
の消費のために創作されていた。現在では、世界中の人々が、他国で作られたコンテンツ
に触れて当該コンテンツを消費している。インターネットが広範な分配を可能にするにも
関わらず、メディアコンテンツに対するアクセスは言語の壁を通して依然として制限され
ている可能性がある。対象の視聴者によって理解される言語にメディアが翻訳されない場
合、映像が視聴される可能性は低い。メディアを別の言語に翻訳するには多くの時間が必
要でありまた困難なプロセスであり得る。ある翻訳が捉えることができない言語のニュア
ンスがたくさんある。従って、キャプション付けの分野において、メディアキャプション
を翻訳する新規で有用なシステム及び方法を創出することが求められている。本発明は、
そうした新規で有用なシステム及び方法を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】図１は、システムのメディアキャプション付けの一変形例の概略図である。
【図２】図２は、システムのメディアキャプション付けの第２変形例の概略図である。
【図３】図３は、システムのメディアセグメント化の変形例の概略図である。
【図４】図４は、システムのメディアセグメント化の変形例の概略図である。
【図５】図５は、システムのメディアセグメント化の変形例の概略図である。
【図６】図６は、メディアにキャプションを付ける方法のフローチャートである。
【図７】図７は、メディアにキャプションを付ける方法の一例の概略図である。
【図８】図８は、第１メディアセグメントに関するキャプションを選択するために注釈を
処理する一例の概略図である。
【図９】図９は、一変形例の方法の概略図である。
【図１０】図１０は、複数のユーザによる複数のメディアセグメントの共同編集を含む、
一変形例の方法の概略図である。
【図１１】図１１は、提示されたメディアを動的に更新することを含む、一変形例の方法
の概略図である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、多言語でキャプションを生成することを含む第１及び第２変形
例の方法の概略図である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、多言語でキャプションを生成することを含む第１及び第２変形
例の方法の概略図である。
【図１３】図１３は、メディアをセグメント化する方法のフローチャートである。
【図１４Ａ】図１４Ａは、第１ユーザがメディアをセグメント化して第２ユーザがメディ
アにキャプションを付ける、一変形例の方法の概略図である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、第１ユーザがメディアをセグメント化して第２ユーザがメディ
アにキャプションを付ける、一変形例の方法の概略図である。
【図１５】図１５は、一変形例の方法の概略図である。
【図１６】図１６は、メディアセグメントの音声及び映像とは別個の第１注釈を受信する
一例である。
【図１７Ａ】図１７Ａは、メディアセグメントの音声及び映像とは別個の第２注釈を受信
する第１例及び第２例である。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、メディアセグメントの音声及び映像とは別個の第２注釈を受信
する第１例及び第２例である。
【発明の詳細な説明】
【０００４】
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[0018]　本発明の好適な実施形態の以下の説明は、本発明をそれら好適な実施形態に限定
することを意図しておらず、当業者が本発明を行って使用することができるようにするこ
とを意図している。
【０００５】
１．共同メディアキャプション付け及びセグメント化のためのシステム
[0019]　図１に示すように、メディアキャプションを生成するシステムは、キャプション
ストリームインターフェース１１４に制御可能に結合されたメディアプレーヤ１１２を含
むメディアインターフェース１１０を含んでもよい。このシステムは、容易かつ効果的な
インターフェースを形成してメディアファイルに関するキャプションを翻訳するように機
能する。システムは、複数のアカウント実体の参加を通じてメディアファイルに多言語で
字幕を付けるのに通常は使用される。メディアプレーヤ１１２でのメディアの再生は、キ
ャプションストリームインターフェース１１４と協働して行われることが好ましい。シス
テムは、１以上のセットのキャプションを生成することが好ましく、各キャプションは、
異なる言語のものであることが好ましい。キャプションのセットは、（例えば図１に示す
ように）メディアから生成されてもよく、又は、（例えば図２に示すように）別のキャプ
ションセットから生成（例えば翻訳）されてもよい。初期のキャプションは、メディアと
組み合わせた参照として使用され、少なくとも第２セットのキャプションに関する翻訳／
キャプションを収集する。システムは、複数アカウントのオンラインプラットフォーム１
３０を通じて字幕付けを可能にすることが好ましい。オンラインプラットフォームは、ウ
ェブサイト又は他の適切なアプリケーションを通じてアクセス可能なネットワークアクセ
ス可能サービスであることが好ましい。複数のユーザが字幕付けに参加することができる
ようにすることによって、メディアに字幕付けすることの品質、効率及びスケールを向上
させることができる。システムは、映像ストリーミングプラットフォームで実施されても
よい。通常のアプリケーションでは、映像ストリーミングプラットフォームは、多数の映
像及び世界的に又は文化的に多様な視聴率を有することが可能であり、従って、多様な視
聴者に対してアピールするために多数の映像の現地語化／翻訳を必要とする。従業員、ボ
ランティア、たまたま視聴している視聴者、かなりの言語知識を有する視聴者、限られた
言語知識しか有しない視聴者がすべて、メディアのキャプション付け及び／又は翻訳に参
加することができる。好適な一実施形態では、キャプションストリームインターフェース
１１４は、通常の映像プレーヤの選択可能な動作モードとして構成されてもよい。映像を
観ている時、視聴者は、キャプションストリームインターフェース１１４を選択的に起動
させることができ、かつ、メディアの全部又は一部の翻訳に寄与することができる。
【０００６】
[0020]　インターフェース１１０は、メディアの消費のために構成され、かつ、映像の少
なくとも１つのセグメントをキャプチャするために構成されたインターフェースである。
インターフェース１１０は、ウェブアプリケーション技術を通じて実装されることが好ま
しく、また、ウェブサイト内でレンダリングされることが可能である。インターフェース
１１０は、代替的に、パーソナルコンピュータデバイス、モバイルコンピュータデバイス
又は任意の適切なデバイス上で動作可能なネイティブアプリケーションコードを通じて実
装されることが可能である。上述したように、インターフェース１１０は、キャプション
ストリームインターフェース１１４に制御可能に結合された少なくともメディアプレーヤ
１１２を含むことが好ましい。
【０００７】
[0021]　メディアプレーヤ１１２は、ユーザが消費するためのメディアを再生するように
機能する。メディアプレーヤ１１２は、例えば再生／一時停止ボタン、早送りボタン、巻
戻しボタン、次チャプタボタン、前チャプタボタン、ボリューム調節、再生進行バー、再
生速度調節、メディアオプションメニュー及び／又は任意の適切なメディア調節などの従
来のメディアプレーヤ制御を含むことが好ましい。メディアプレーヤは、映像ファイルを
再生し、オペレーティングシステムによって供給される音声チャネルを通じて音声を出力
する映像プレーヤであることが好ましい。メディアプレーヤ１１２は、図１に示すキャプ
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ションストリームインターフェース１１４に隣接していることが好ましいが、メディアプ
レーヤ１１２及びキャプションストリームインターフェース１１４は、代替的に、任意の
適切な位置レイアウト又はナビゲーションレイアウトで配列及びレンダリングされてもよ
い。
【０００８】
[0022]　キャプションストリームインターフェース１１４は、メディアセグメントにキャ
プションを付けるためのインターフェースを提供するように機能する。キャプションスト
リームインターフェースは、複数のキャプション入力１１５のスクロール可能なリスト表
示であることが好ましい。キャプション入力１１５は、キャプション入力１１６を含むこ
とが好ましく、また、（例えば異なる言語の）少なくとも１つの参考キャプションを含ん
でもよい。キャプション入力１１５はメディアセグメントに関連付けられることが好まし
い。メディアセグメントは、メディアの特定の時間ウィンドウに関連付けられて設定キャ
プションコンテンツ（例えばスピーチの翻字及び／又は翻訳）を有するキャプションセッ
トの一部であることが好ましい。キャプション入力１１６はさらに、カスタマイズされた
キャプション位置決め、書式設定及び他の適切なキャプションの態様を可能にすることが
できる。キャプション入力１１５はさらに、キャプション採点、フラグ立て、コメント付
け、編集、批評、又は、キャプション付けに関連付けられた任意の適切な動作を可能にす
るための他のユーザインターフェースコンポーネントを含んでもよい。キャプションスト
リームスクロール位置及びキャプション入力選択はメディアプレーヤ１１２に制御可能に
結合されることが好ましい。キャプションストリームインターフェース１１４は、メディ
アの現在の再生位置のキャプション入力を示すためにスクロールすることが好ましく、ま
た反対に、メディアの再生位置は、キャプションストリームインターフェース１１４の現
在のスクロール位置又は現在選択されているキャプション入力１１５に対応するために変
化してもよい。キャプションストリームインターフェース１１４は、追加的に、多くのモ
ードで選択的に表示されてもよい。第１モードでは、キャプションストリームインターフ
ェース１１４は実質的に非表示にされることが可能であり、また、メディアプレーヤ１１
２はフレーム内に全幅で表示される。第２モードでは、フレーム／ウィンドウは、キャプ
ションストリームインターフェース１１４及びメディアプレーヤ１１２の両方を実質的に
見ることができ、また、その両方が実質的に完全に機能するように、キャプションストリ
ームインターフェース１１４及びメディアプレーヤ１１２の間で分割される。第３モード
では、キャプションストリームインターフェース１１４は全フレーム／ウィンドウモード
で表示されてもよい。第３モードでは、メディアプレーヤは、非表示にされるか、又は、
実質的に小さなウィンドウ（例えば４００×４００ウィンドウ未満）で再生されてもよい
。第３モードはさらに、例えばスペル／文法チェック、用語集、チャットウィンドウ、修
正履歴、又は他のツールなどの他のキャプション編集ツールを可能にすることができる。
任意の適切な数の視聴モード及び特徴構成を代替的に用いてもよい。
【０００９】
[0023]　システムはさらにキャプションファイル１２０を含むことが好ましい。キャプシ
ョンファイルはデータオブジェクトであってもよく、又は代替的に、データモデルで特徴
付けられてもよい。キャプションファイル１２０は、メディアファイルに関する少なくと
も１セットのキャプションを特徴付けるように構成されることが好ましい。好ましくは少
なくとも１つの参考キャプション及び／又は翻訳されたキャプションがキャプションファ
イル１２０に含まれる。キャプションは、複数のメディアセグメントに分割されることが
好ましいが、代替的に、開始時間、終了時間、映像フレーム、キーフレーム及び／又はシ
ーンに各々関連付けられたキャプションのリストを含んでもよい。メディアセグメントは
、別のメディア（例えば映像）に対して又は別のメディア上にキャプションテキストを表
示するように同期される、開始時間と終了時間との間のメディアの一部であることが好ま
しい。各メディアセグメントは、キャプションファイル１２０の１以上のキャプションに
関連付けられることが好ましい。例えば編集履歴、投稿しているアカウント又はソース、
翻訳スコア又は任意の適切なキャプション関連情報などのキャプションの他の態様は、追
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加的に、キャプションファイル１２０内で特徴付けられてもよい。キャプションファイル
１２０は、メディア再生中のキャプションを表示すること及び／又はキャプションストリ
ームインターフェース１１４を生成することに用いられてもよい。キャプションファイル
１２０は、キャプションストリームインターフェース１１４内でキャプション入力１１５
の編集を通じて形成され又は更新されてもよい。キャプションファイル１２０は、各メデ
ィアセグメントのタイミング及びコンテンツを特徴付けるソフトキャプション付けファイ
ルであることが好ましい。他の変形例では、キャプションファイル１２０は、ハードキャ
プションファイル（例えば、適切な映像フレームに融合されたキャプションテキストを有
する映像ファイル）であってもよく、予めレンダリングされたキャプションファイル（例
えば、テキストの映像フレームが映像の先頭に重ねられてもよい）であってもよく、又は
、任意の適切なフォーマットであってもよい。
【００１０】
[0024]　図３～図５に示すように、システムは、追加的に、音声レイヤセグメント化イン
ターフェース１１７を含んでもよい。メディアプレーヤは、音声レイヤセグメント化イン
ターフェース１１７に制御可能に結合されることが好ましい。このシステムは、メディア
ファイルにキャプションを付けるために容易かつ効率的なインターフェースを形成するよ
うに機能する。メディアプレーヤ１１２でのメディアの再生は、セグメント化インターフ
ェース１１７と協働して行われることが好ましい。ユーザ入力を通じて、音声の一部は、
セグメント化インターフェース１１７でのキャプション付けのために明確に記述され、メ
ディアプレーヤ１１２でキャプションが追加されてプレビューされる。システムは、メデ
ィアでのキャプションの表示のタイミングを調整するスロープロセスに対処することが好
ましく、また、システムはキャプションの入力を許容する。通常、キャプション付けは最
初は母国語で実行され、また、キャプションの翻訳はその後に、メディアに第２言語で字
幕を付ける時に追加されてもよい。システムは、映像及び音声部分を含む映像のキャプシ
ョン付けのために構成されることが好ましいが、システムは代替的に、例えば音声のみ、
インタラクティブメディア他などの任意の適切な形態のメディアのために構成されてもよ
い。システムは、メディアのネットワーク視聴及びキャプション付けを可能にする複数ア
カウントのオンラインプラットフォーム１３０をさらに含んでもよい。オンラインプラッ
トフォーム１３０は、ウェブサイト又は他の適切なアプリケーションを通じてアクセス可
能なネットワークアクセス可能サービスであることが好ましい。好適な一実施形態では、
システムは、通常の映像プレーヤの選択可能な動作モードとして構成されてもよい。映像
を観る時、視聴者は、セグメント化インターフェース１１７を選択的に起動して、メディ
アの全体又は一部にキャプションを付けることができる。
【００１１】
[0025]　音声レイヤセグメント化インターフェース１１７は、音声信号の視覚表示及びメ
ディアをセグメント化するための入力インターフェースである。メディアの音声信号は、
メディアプレーヤ１１２の下部のフレームに表示されたメディアタイムフレームの関数と
しての波形として視覚的に表示されることが好ましい。しかしながら、音声信号は、メデ
ィアプレーヤ１１２に対して任意の他の適切な位置に表示されてもよい。音声信号は代替
的に、例えば対話のプレゼンスの二元表示、２以上の音声チャネル、複数のスピーカチャ
ネル、又は、任意の適切な表示などの任意の適切な形態で表示されてもよい。音声信号の
視覚表示によって、キャプション付けのためのメディアセグメントの容易な識別及び選択
を許容する。音声レイヤセグメント化インターフェース１１７は、音声レイヤのフレーム
に水平にわたった音声信号表示を進展させるように構成される。音声信号表示は、メディ
アプレーヤでのメディアの再生に同期して進められ、その結果、セグメント化インターフ
ェース１１７での音声レイヤ表示は、メディアの再生位置で及び再生位置の周囲での音声
の反射である。メディアプレーヤ１１２での映像及び音声の再生が通常は単一の再生位置
でのメディア表示のみを描写するのに対して、音声信号表示は、少なくとも時間の次元に
沿って音声を提示する。音声の時間表示は、現在の映像再生位置上に中心を置くことが好
ましい。
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【００１２】
[0026]　音声レイヤセグメント化インターフェース１１７は、追加的に、ユーザセグメン
ト化入力を受信するために構成される。通常、ユーザ入力は、音声信号の一部の選択を許
容する。選択は、メディアセグメントの時間ウィンドウ生成を定義し、メディアセグメン
トの開始及び終了は、音声波形の一部を強調することによって割り当てられる。通常、ユ
ーザは、最初に開始又は終了時間マーカを記して、その後に、メディアセグメントの全時
間を識別するために強調されたメディアセクションを拡張するために、マウス、タッチ入
力、キーボード制御ポジショナ、又は、他の入力デバイスを用いる。セグメントインター
フェース要素は、メディアセグメント記述の容易な調節のために構成されたコンポーネン
トを含んでもよい。追加的に又は代替的に、メディアのセグメント化及びキャプション付
けの一部又は全部は、キーボードショートカットを通じて実行されてもよい。音声レイヤ
セグメント化インターフェース１１７の入力インターフェースコンポーネントは、自動的
な又は半自動的なセグメント化ツールを代替的に含んでおり、また、音声レイヤのセグメ
ントを記述するための任意の適切な代替の変形例を含んでもよい。予めセグメント化され
た部分は、キャプションを付けた映像の音声信号表示の進行時に適切に継続して提示され
る。
【００１３】
[0027]　好適な一実施形態では、システムは、メディアキャプション付けとの複数のアカ
ウントの共同を運用するように機能する複数アカウントオンラインプラットフォーム１３
０を含む。プラットフォーム１３０は、分散又はクラスター演算インフラストラクチャを
ホストとしていることが好ましい。プラットフォーム１３０は、ブラウザベースのウェブ
アプリケーションとしてインターフェース１１０をレンダリングするために必要な命令を
通信することが好ましいが、代替的にネイティブアプリケーション内でインターフェース
１１０をレンダリングするための命令及びデータを送達するように構成されてもよい。プ
ラットフォーム１３０は、アカウント運用システムを含むことが好ましい。アカウントプ
ラットフォーム１３０上のアカウントプロファイルは、言語習熟評価、キャプション入力
履歴、映像視聴履歴、及び任意の適切な態様を追跡する。アカウント運用システムは、キ
ャプションに対する変更及び編集を強制するために使用されることが可能である。
【００１４】
２．共同メディアキャプション付け方法
[0028]　図６、図７及び図９に示すように、メディアに共同でキャプションを付ける方法
は、メディアセグメントに関するキャプションとしての第１注釈を第１ユーザから受信す
るステップＳ１００と、メディアセグメントに関するキャプションとしての第２注釈を第
２ユーザから受信するステップＳ２００と、メディアセグメントに関するキャプションを
ユーザに提示するステップＳ３００と、を含む。第１及び第２注釈は、同一の言語のもの
であることが好ましく、メディアセグメントに関するキャプションは、メディアセグメン
トに関する第１言語のキャプションであることが好ましい。方法は、追加的に、メディア
セグメントを定義するセグメントパラメータを第３ユーザから受信することを含んでもよ
い。方法は、キャプションの共同創作及び改善を可能にする。メディアキャプション付け
（字幕付け）及び／又はメディア分割の困難な仕事をクラウドソーシングすることによっ
て、この方法は、消費者のためのキャプションを迅速に生成する方法を提供する。さらに
、生成されたキャプションは、オンラインキャプション付けサービスのユーザが簡単に査
読して任意の誤ったキャプションを編集することができるため、高品質なキャプションに
なる傾向にある。
【００１５】
[0029]　さらに、第１及び第２注釈が音声言語とは異なる言語のものである場合、方法は
、クラウドソースメディアのキャプション付けだけでなく、メディアを第２言語に迅速に
翻訳するようにも機能する。メディアを第２言語に速やかに確実に翻訳することによって
、この方法は、メディアプロバイダ（例えば、制作会社、メディアホストサービス等）が
、第２言語のコンテンツを消費するユーザの他のマーケットに迅速に拡大することを可能
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にする。
【００１６】
[0030]　方法は、メディアをストリーミングするために用いられることが好ましく、キャ
プションは、ユーザデバイスに、映像及び音声とともにストリーミングされる。これは、
新たなキャプション及び／又は編集がキャプションファイルに追加されるので、ストリー
ミングされたキャプションの動的更新を許容する。従って、キャプション発行者からの新
たなキャプションバージョンを待つ代わりに、この方法は、メディア消費者がコンテンツ
を消費している際、更新されたキャプションバージョンをメディア消費者が実質的に即座
に／同時に受信すること（及び理解又は文脈を深める利益を得ること）を許容する。メデ
ィアのストリーミングは、ファイル全体が送信される前にメディアが再生されることがで
きるように、絶えず受信されるマルチメディアであり、かつ、プロバイダによって配信さ
れている間にユーザに提示されるマルチメディアであることが好ましい。メディアは、マ
ルチキャストプロトコルを用いてストリーミングされることが好ましいが、代替的に、任
意の適切なプロトコルを用いてストリーミングされてもよい。
【００１７】
[0031]　方法は、メディアセグメントに関するキャプションとしての第２言語の第１注釈
を第３ユーザから受信するステップを含み、第２言語は第１言語とは異なる。メディアに
関する多言語でのクラウドソーシングキャプション生成によって、この方法は、消費者の
ための複数のキャプション言語オプションを速やかかつ確実に提供する。
【００１８】
[0032]　方法は、ウェブサイト上のメディアにキャプションを付けるために実行されるこ
とが好ましいが、代替的に、ネイティブアプリケーション又は任意の他の適切なインター
フェースで用いられてもよい。方法は、ストリーミングされたメディアにキャプションを
付けるために用いられることが好ましく、メディアは、オンラインメディアプロバイダか
らキャプション付けデバイスにストリーミングされる。しかしながら、方法は、記憶され
たメディアにキャプションを付けるために用いられるか、又は、任意の他の適切な形態の
メディアにキャプションを付けるために用いられてもよい。メディアは、例えば映画、テ
レビ番組又はアニメーションなどの映像であることが好ましいが、音声、番組間のつなぎ
、スクリーンキャスト、インタラクティブメディア及び／又は任意の適切なメディアに用
いられてもよい。メディアは、録画されたメディアであることが好ましいが、代替的にラ
イブのメディア（例えばイベントの生放送）であってもよい。方法は、メディアと同一の
言語への映像のキャプション付けに用いられるか、又は代替的に、少なくとも第２言語で
のメディアへの字幕付けに用いられてもよい。キャプション付けは、話された言葉に関し
て実行されることが好ましいが、代替的に、テキストの翻訳、音響効果のような音、音楽
、補足情報の描写、及び／又は、キャプション付けの任意の適切な使用に用いられてもよ
い。
【００１９】
[0033]　メディアは、メディアタイムラインに沿って同期される映像ファイル及び音声フ
ァイルを含むことが好ましい。映像ファイルは、複数の映像フレームを含むことが好まし
いが、代替的に、複数のキーフレームを含んでもよく、デバイス上のメディアプレーヤは
キーフレーム同士の間にフレームを挿入する。メディアは、追加的に、メディアタイムラ
インに沿って映像及び音声ファイルに同期されるキャプションファイル（例えば、クロー
ズドキャプショニング）を含んでもよい。この方法による処理の前に、メディアはキャプ
ションを有していなくてもよく、方法がメディアに関するキャプションを生成する。代替
的に、メディアは、少なくとも１セットのキャプションを有してもよく、また、複数セッ
トのキャプションを有することがさらに好ましい（例えば、各セットのキャプションは異
なる言語のものである）。メディア上でこの方法が実行された後、メディアは、１セット
以上のキャプションに関連付けられることが好ましく、各セットのキャプションは、異な
る言語のものであることが好ましい。複数セットのキャプションは、別個のキャプション
ファイルとして記憶されてもよく、包括的なキャプションファイルのサブセットとして記
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憶されてもよく、又は、任意の他の適切な方法で記憶されてもよい。各セットのキャプシ
ョンは、キャプションが翻字である音声に同期される映像フレーム上にキャプションが現
れるように、メディアの映像及び音声に同期されることが好ましい。
【００２０】
[0034]　各セットのキャプションは、複数のキャプションを含むことが好ましく、各キャ
プションは、キャプションファイル内の注釈（キャプション）並びに開始タイムスタンプ
及び終了タイムスタンプに関連付けられることが好ましい。代替的に、各キャプションは
、開始タイムスタンプ及び表示期間に関連付けられてもよく、開始映像フレーム及び終了
映像フレームに関連付けられてもよく、開始音声信号及び終了音声信号に関連付けられて
もよく、又は、任意の他の適切なキャプションデータ構造を含んでもよい。タイムスタン
プ及び／又は期間は、キャプションが意図されるメディアセグメント／セクションを定義
することが好ましい。各キャプションは、追加的に、複数のバージョンを含んでもよく、
各バージョンは、異なる時間（例えば、リアルタイム、タイムスタンプではない）に受信
される、又は、異なるユーザから受信されることが好ましい。各キャプションバージョン
はメタデータを含むことが好ましく、メタデータは、キャプションのバージョンをサブミ
ットしたユーザ、バージョンがサブミットされた時間、デバイス識別子、地理的位置識別
子（例えば、バージョンをサブミットした時間におけるユーザ位置）を識別するユーザ識
別子を含むメタデータ又は任意の他の適切なメタデータを含むことが好ましい。
【００２１】
[0035]　メディアセグメントは、開始及び終了タイムスタンプの間の映像又は音声ファイ
ルの一部であることが好ましい。メディアは、システムのユーザによってメディアセグメ
ントにセグメント化されることが好ましいが、代替的に、以下に説明するように、システ
ムによってセグメントに自動的にセグメント化されてもよい。メディアセグメントは、メ
ディアタイムラインに沿って重複しないことが好ましいが、代替的に重複してもよい。
【００２２】
[0036]　動作時、キャプションは、開始タイムスタンプと終了タイムスタンプとの間の映
像フレーム上に、又は、最初のタイムスタンプから開始する期間中の映像フレーム上に表
示される（例えば重ね合わせられる）ことが好ましい。代替的に、キャプションは、映像
ファイルの映像フレーム内にハードコード化されてもよい。キャプションセット内のキャ
プションは、重複する期間（例えば連続的である）を有しないことが好ましいが、代替的
に、異なるスピーカのための異なるキャプションの場合に、重複する期間を有してもよい
。代替的に、キャプションは、メディアをダビングする又はレクタリングする（lectorin
g）（例えば、吹き替え）のためのスクリプト又はソースとして用いられてもよい。ダビ
ング又はレクタリングは、機械テキスト音声変換方法などを通じて自動的に生成されても
よく、又は、手動で生成されてもよく、ユーザ（第１及び第２ユーザとは異なるが、代替
的に任意の適切なユーザ）は、メディアセグメント又はメディアの任意の他の適切な一部
をダビング又はレクタリングするためのスクリプトとしてキャプションを用いる。
【００２３】
[0037]　メディアは、メディアレポジトリ（例えばサーバ）に記憶されることが好ましい
が、代替的に、任意の他の適切な記憶手段に記憶されてもよい。メディアは、ブラウザ又
はネイティブアプリケーションを支持するデバイスにストリーミングされることが好まし
いが、代替的に、デバイス上に記憶されてもよい。方法は、キャプション付けネットワー
キングサービス、メディアホストサービス、又は、任意の他の適切なメディア又はキャプ
ション提供者によって複数アカウント共同システムで実行されることが好ましい。メディ
アは、オンラインキャプション付けサービスによって記憶され、オンラインキャプション
付けサービスから受信デバイスにストリーミングされることが好ましく、キャプション付
けサービスは、ストリーミングされたメディアに関するキャプションファイルをさらに生
成することが好ましい。
【００２４】
[0038]　代替的に、メディアは、キャプション付けサービスとは別個のオンラインメディ
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アホストサービス（例えばＹｏｕＴｕｂｅ）によって記憶されて当該オンラインメディア
ホストサービスからストリーミングされてもよく、キャプション付けサービスは、インタ
ーフェースを提供して、ストリーミングされたメディアにキャプションを付け、かつ、キ
ャプションファイルを生成する。オンラインキャプション付けサービス及び／又はメディ
アホストサービスは複数のオンラインユーザアカウントを含むことが好ましく、オンライ
ンユーザアカウントの各々は、ユーザプロファイル及びユーザ生成ポスト（例えば電子メ
ッセージ）のコンテンツストリームに関連付けられることが好ましい。ユーザプロファイ
ルは、ユーザ生成タイプであってもよく、又は、ユーザアカウントコンテンツストリーム
から、ユーザアカウントのつながりから、ユーザデバイスから、又は、ユーザアカウント
に関連付けられた任意の他の適切な情報から、自動的に導出されてもよい。オンラインキ
ャプション付けサービス及び／又はメディアホストサービスは、インターネットを通じて
受信デバイスに情報（例えば映像、音声又はキャプション情報）をストリーミングするこ
とが好ましいが、代替的に、近距離技術又は任意の他の適切なデータ伝送スキームを通じ
て受信デバイスにまとめて情報をストリーミング又は送信（例えばメディア再生に先立っ
てファイル全体を送信）してもよい。同様に、オンラインキャプション付けサービス及び
／又はメディアホストサービスは、インターネットを通じてユーザデバイスからデータを
受信することが好ましい。データ（例えば、キャプションに関する注釈）は区分的に受信
されることが好ましく、各時間データは、メディアセグメントごとに受信されるが、代替
的に、まとめて（例えばメディアの全体に関する注釈）受信されてもよい。
【００２５】
[0039]　方法の一変形例では、キャプション付けサービスは、別個のメディアホストサー
ビスからメディアをストリーミングするユーザインターフェース（例えばブラウザウィン
ドウ）を提供し、キャプション付けサービスは、メディアセグメント化してキャプション
付けするデータを受信してキャプションファイル内に処理する。結果として得られるキャ
プションファイルは、次に、元のメディアとの同期化及び／又はその後のストリーミング
のためにメディアホストサービスに送信され、又は、キャプション付けサービスサーバに
記憶されてもよく、メディアを視聴するためのユーザリクエストは、キャプション付けサ
ービスにユーザにキャプションをストリーミングすることを指示してもよい。
【００２６】
[0040]　メディアは、ユーザデバイス上のプレーヤインターフェース上で再生可能である
ことが好ましく、プレーヤインターフェースは、メディア視聴、リスニング及び／又は体
験するためのインターフェースを提供するように機能する。プレーヤインターフェースは
、上記のシステムで説明されたものと実質的に同様であることが好ましいが、プレーヤイ
ンターフェースは、メディアを消費する任意の適切なインターフェースであってもよい。
プレーヤインターフェースは、メディアセグメント選択及び注釈入力を可能にすることが
好ましく、及び追加的に、一時停止／再生、早送り、巻戻し、他のチャプタへの前後スキ
ップ、ボリューム設定の変更及び／又は他のメディア再生パラメータの調節などの他の適
切なメディアツールのためのインターフェースを提供してもよい。
【００２７】
[0041]　メディアはメディアプレーヤ上でさらに再生可能であることが好ましく、プレー
ヤインターフェースはメディアプレーヤを含んでもよい。メディアプレーヤは、一時停止
／再生、早送り、巻戻し、複数の通常の再生速度での再生、メディアタイムラインに沿っ
た前後スキップ、及び／又は、他のメディア再生パラメータの調節のためのインターフェ
ースを提供することが好ましい。メディアプレーヤは、追加的に、クローズドキャプショ
ニング選択を可能にすることが好ましく、キャプションは、クローズドキャプショニング
アイコン選択に依存して選択的にオン／オフされてもよい。キャプションファイルが、ス
トリーミングされる、及び／又は、クローズドキャプショニングアイコン選択状態とは無
関係にメディアの残りを提供されることが好ましい一方で、キャプションファイルは、ク
ローズドキャプショニングアイコン選択状態に基づいて選択的にストリーミングされても
よい（例えば、クローズドキャプショニングアイコンがオンの時にストリーミングされ、
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クローズドキャプショニングアイコンがオフの時にはストリーミングされない）。
【００２８】
[0042]　キャプション及び／又は音声の言語は、自然な人間の言語又は特定の言語体系で
あることが好ましい。言い換えれば、言語は、意味を伝えるための組み合わせの文法規則
によって支配されたサインの形式体系であることが好ましい。しかしながら、言語は、コ
ミュニケーションの任意の他の適切な形態であってもよい。言語は文語又は口語であって
もよい。言語は、一般的用法（例えば死語ではない）の言語であることが好ましいが、代
替的に、廃れた言語、祖語又は任意の他の適切な言語であってもよい。言語の例は、日本
語、中国語、英語、ドイツ語、ロシア語、フランス語及びスペイン語を含む。言語は、系
統樹に関係することが好ましく、系統樹内の言語は、言葉、語構造、単語発音、文字原稿
、文法的構造などの共通の特性、又は、任意の他の適切な特性を共有する。例えば、英語
は、ゲルマン語族の一部としてドイツ語に関係する。日本語は、漢字が多く用いられてい
ることから中国語に関係すると考えられ得る。動作時、第１言語のキャプションは、関係
する言語（例えば文語又は口語の関係による）のキャプションの生成に用いられてもよい
。
【００２９】
[0043]　各言語は、システム内の共通性ランキングに関連付けられてもよく、共通性ラン
キングは言語の人気又は流行を示し（例えば相関し）得る。例えば、英語は、システム内
において高いランキングにあり得る一方で、チェロキー語は低いランキングにあり得る。
この共通性ランキングは、ユーザアカウント（例えば、ユーザプロファイル内に記載され
た又はユーザアカウントがサブタイトルのための所定の言語を選択する）に関連付けられ
た言語に基づいて決定されてもよく、高い出現頻度を有する言語には高い共通性ランキン
グが付与される。各言語は、追加的に、第２言語に関する関連性ランキングを有しており
、関連性ランキングは、第１及び第２言語の専門知識（例えば、初級、中級、堪能なレベ
ルで第１及び第２言語の両方を話す、読む、書く）を有するユーザの数を示し得る。例え
ば、システムのさらに多くのユーザが、日本語及びロシア語の両方よりも日本語及び英語
の両方の方でより堪能である場合、日本語及び英語の組み合わせに関する関連性ランキン
グは、日本語及びロシア語の組み合わせよりも高いことが好ましい。しかしながら、各言
語又は各群の言語は、任意の他の適切なパラメータに基づいて任意の他の適切なランキン
グを付与されてもよい。
【００３０】
[0044]　メディアセグメントに関するキャプションとしての第１注釈を第１ユーザから受
信するステップＳ１００は、メディアセグメントに関するキャプションを作成又は編集す
るように機能する。第１注釈は、第１ユーザに関連付けられた第１デバイスから受信され
ることが好ましいが、代替的に／追加的に、第１デバイス又はユーザに関連付けられた第
１ユーザアカウントから受信されてもよく、又は、第１ユーザに実質的に固有にマッピン
グする任意の他の適切な構造から受信されてもよい。第１注釈は、第１ユーザによってキ
ャプション入力フィールドに入力されることが好ましいが、代替的に、ユーザによって選
択された推薦された注釈（例えば、音声テキスト変換方法を用いて自動的に生成される、
又は、スクリプトから抽出される）であってもよい。第１注釈は、テキストであることが
好ましいが、代替的に、アイコン選択、リンク又は任意の他の適切な注釈であってもよい
。メディアセグメントに関する注釈は、他のメディアセグメントに関する注釈とは無関係
に受信されるこが好ましいが、代替的に、他のメディアセグメントに関する注釈とともに
受信されてもよい。
【００３１】
[0045]　第１注釈は第１言語のものであることが好ましく、キャプション（例えば、キャ
プションセット）は、メディアセグメントに関する第１言語のキャプションであることが
好ましい。第１言語は、音声言語であってもよく、又は、音声言語とは異なる言語であっ
てもよい。第１注釈を受信するステップは、追加的に、第１注釈の言語を選択するステッ
プを含んでもよい。注釈の言語を選択するステップは、第１注釈の受信に先立って、ユー
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ザ、ユーザデバイス又はユーザアカウントから言語選択を受信するステップを含むことが
好ましい。言語選択は、言語に関連付けられたアイコンの選択、ドロップダウンリストか
らの言語の選択、又は、任意の他の適切な言語選択であってもよい。代替的に、注釈の言
語は、ユーザに関連付けられたユーザプロファイルから決定されてもよく、注釈の言語は
、ユーザアカウントに関連付けられた言語のリストから選択されることが好ましい。代替
的に、第１注釈の言語は、テキスト又は言語認識方法を通じて自動的に決定されてもよい
。
【００３２】
[0046]　メディアセグメントに関するキャプションとしての第１注釈を第１ユーザから受
信するステップは、第１注釈を受信するステップＳ１１０に先立って、第１デバイスに映
像、音声及び任意のキャプションをストリーミングするステップを含むことが好ましい。
映像、音声及びキャプションは、メディアセグメントに関する映像、音声及びキャプショ
ンに限定されてもよく、若しくは、メディアの全体又は大部分に関する映像、音声及びキ
ャプションであってもよい。ストリーミングされたキャプションは、メディアに関する第
１言語（ユーザのためのキャプション付け言語）のキャプションであることが好ましいが
、代替的に、ユーザが第２言語をキャプション付け言語に翻訳する時など、キャプション
付け言語とは異なる第２言語のキャプションであってもよい。
【００３３】
[0047]　第１ユーザから第１注釈を受信するステップは、追加的に、メディアセグメント
に関するキャプション入力フィールドを第１ユーザに提示するステップを含むことが好ま
しい。より好ましくは、キャプション入力フィールドは第１デバイスでレンダリングされ
る。メディアセグメントに関する注釈は、メディアセグメント内の映像フレームに関連付
けられて受信されることが好ましい。より好ましくは、メディアセグメントの映像フレー
ムは、注釈の入力／受信中に表示されることが好ましい。第１注釈は、キャプション入力
フィールド（例えば、テキスト入力フィールド又は注釈入力フィールド）で受信されるこ
とが好ましく、キャプション入力フィールドは、注釈を付けられる（字幕を付けられる）
メディアセグメントを表す映像クリップ、音声又は画像とともに示される又は他の方法で
関連付けられる。メディアセグメント及びキャプション入力フィールドは、複数のメディ
アセグメントのうちの１つとして示されてもよく、又は、他のメディアセグメント及びメ
ディアファイル全体のキャプション入力フィールドとは無関係に示されてもよい。キャプ
ション入力フィールドは、各メディアセグメントごとに提示されることが好ましく、各メ
ディアセグメントは、異なるキャプション入力フィールドに関連付けられる。メディアセ
グメントに関するキャプション入力フィールドは、メディアセグメントに関するキャプシ
ョンの現在のバージョンと連動して（例えば、共通フレームの近傍で共通フレームに囲ま
れて）提示されることが好ましい。キャプション入力フィールドは、メディアプレーヤの
上部に重ね合わされる透明レイヤであることが好ましいが、代替的に、部分的に不透明で
あってもよく、メディアプレーヤの映像部分上に重ね合わせられるか、映像部分のセクシ
ョン上に重ね合わせられるか、又は、任意の他の適切なプロパティを有してもよい。キャ
プション入力フィールドの位置は、メディアプレーヤに関連して固定されることが好まし
いが、代替的に調節可能であってもよく、キャプションは、キャプション入力フィールド
の調節された位置に表示されることが好ましい。調節された位置は、（例えばメディアプ
レーヤの上部、下部及び側部に）制限されてもよく、又は、制限されなくてもよい。キャ
プション入力フィールドが移動可能である場合、キャプション入力フィールドのユーザ決
定場所は、キャプションファイル内にも記録されることが好ましい。代替的に、キャプシ
ョン入力フィールドは、メディアプレーヤの近傍に配列されてもよく、又は、任意の他の
適切な関係で位置決めされてもよい。別個のキャプション入力フィールドが、各メディア
セグメントごとにレンダリングされることが好ましい。キャプション入力フィールドは、
キャプションストリームの一部としてレンダリングされてもよく、複数のキャプション入
力フィールドがキャプションストリームのフレーム内でスクロールする。キャプションス
トリームのキャプション入力フィールドを進めるステップは、メディアファイルの現在の
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再生位置に対応するキャプション入力フィールドが示されて、キャプションストリームイ
ンターフェースのフレーム内で任意選択的に強調されるように、キャプションストリーム
をスクロールさせるステップを含むことが好ましい。キャプション入力フィールドは、メ
ディアが再生される時、定義されたメディアセグメントのタイムフレームに関してのみメ
ディアセグメントの受信された入力を表示することが好ましい。メディアは、キャプショ
ン入力フィールドの背後で再生されてもよく、メディアセグメントのプレビューを可能に
する。キャプション入力フィールドは、テキスト入力フィールドと実質的に同様に機能す
ることが好ましい。
【００３４】
[0048]　第１注釈は、代替的に、メディアセグメントとは無関係に受信されてもよくＳ１
２０、第１注釈は、メディアセグメントの映像又は音声から切り離されるキャプション入
力フィールドで受信され、第１注釈の例は図１６に示される。第１注釈は、対象のメディ
アセグメントに関連付けられるキャプションに関連付けられて受信される。キャプション
入力フィールドで受信された第１注釈はその後、メディアセグメントに関するキャプショ
ンの変形例として保存され、又は、メディアセグメントに関するキャプションとして保存
される。第１注釈が第１キャプションに関して受信された後、システムは、注釈に関する
第２キャプションを提示することが好ましく、第２キャプションは第２メディアセグメン
トに関連付けられる。第２メディアセグメントは、メディアファイル内の第１メディアセ
グメントに隣接する（例えば後続の）メディアセグメントであってもよく、又は、異なる
メディアファイルからのメディアセグメントであってもよい。第２メディアセグメントは
、無作為に選択されてもよく、第１メディアセグメントとの時間的関係に基づいて選択さ
れてもよく、又は、任意の他の適切な方法で選択されてもよい。方法の変形例は、メディ
アセグメントの音声又は映像を提示せずに、メディアセグメントのキャプションのみを提
示することによって、字幕付け及び翻訳を促進することができる。
【００３５】
[0049]　キャプション及び第１注釈が関連付けられるメディアセグメントは、無作為に選
択されることが好ましいが、代替的に、メディアセグメントに関する第１注釈言語の記憶
されたキャプションバージョンの数に基づいて選択されてもよく（例えば、自動的に決定
され又はユーザにランク付けされ、既定の閾値を上回るランクを有するキャプションバー
ジョンを欠くメディアセグメントが選択される）、又は、任意の他の適切な方法で選択さ
れてもよい。
【００３６】
[0050]　キャプション入力フィールドで受信された第１注釈は、（例えば、キャプション
言語とは異なる第２言語の）キャプションの翻訳であってもよい。例えば、キャプション
は英語キャプションであってもよい一方で、第１注釈は中国語のものであってもよい。代
替的に、第１注釈は、キャプションの編集（例えば、キャプション言語と同一の言語のも
の）であってもよく、第２言語のものであって同一のメディアセグメントに関連付けられ
る二次的キャプションがまた提供されることが好ましい。例えば、キャプション及び第１
注釈は中国語であってもよい一方で、二次的キャプションが英語であってもよい。第１注
釈がキャプションの翻訳又はキャプションの編集であるかどうかは、言語検出又は識別ア
ルゴリズムを用いたシステムによって自動的に検出されてもよく、又は、ユーザによって
（例えば、言語ドロップダウンメニューから）選択されてもよい。キャプション言語は、
共通言語（例えば、英語）であることが好ましいが、代替的に任意の適切な言語であって
もよい。キャプション言語は、システムによって自動的に決定されることが好ましいが、
代替的にユーザによって選択されてもよい。後者の変形例の方法では、システムは、デー
タベースからユーザの選択したキャプション言語のキャプションを選択及び提示すること
が好ましい。例えば、ユーザが、翻訳されるべきキャプション言語として「スペイン語」
を選択した時、システムは、スペイン語を選択して翻訳のためにユーザに提示することが
好ましい。
【００３７】
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[0051]　キャプションは、メディアセグメントの任意の識別子とは全く無関係に提示され
ることが好ましい。代替的に、リンク、サムネイル、ＧＩＦ又は他のメディアセグメント
識別子がキャプションとともに提示されてもよい。単一のメディアセグメントに関して編
集又は翻訳されるべきキャプションは、単独で又は対象のメディアセグメントに隣接する
１以上のメディアセグメント（例えば、編集又は翻訳されるべきキャプションに関連付け
られたメディアセグメント）のキャプションとともに提示されてもよい。メディアセグメ
ントに関連付けられたキャプション（例えば、メディアセグメントに関して以前に受信又
は生成されたキャプション）は、キャプション入力フィールドに関連付けられて第１ユー
ザのデバイスでレンダリングされる。メディアセグメントに関して選択又はレンダリング
されたキャプションは、（例えば、第１及び第２注釈のスコアを決定するのと同様の方法
での）高いランク又はスコアを有するキャプションであることが好ましいが、代替的に、
メディアセグメントに関して選択されたキャプション言語内で無作為に選択されてもよく
、又は、任意の他の適切な方法で選択されてもよい。
【００３８】
[0052]　方法は、第１ユーザから第１注釈を受信する前に第１ユーザからメディアセグメ
ントの選択を受信するステップを含むことが好ましい。メディアセグメントの選択を受信
するステップは、ユーザがメディアセグメントに関する注釈を入力することができるよう
に、メディアセグメントに関するキャプション入力フィールドに焦点を当てることが好ま
しい。メディアセグメントの選択は、カーソル入力、キーストローク、タッチ又は任意の
他の適切な入力として受信されてもよい。メディアセグメントの選択を受信するステップ
は、タイムスタンプに関連付けられたアイコンの選択を受信するステップを含んでもよく
、タイムスタンプは、開始及び終了タイムスタンプによって境界付けられるメディアセグ
メント期間内にある。アイコンは、レンダリングされたメディアタイムライン、キャプシ
ョン入力フィールドを囲むフレームに入れられたフィールド、キャプション入力フィール
ド、レンダリングされたキャプション、メディア音声の視覚表示のセクション、又は、任
意の他の適切なアイコンであってもよい。
【００３９】
[0053]　第１ユーザから第１注釈を受信するステップは、追加的に、第１注釈に関する植
字パラメータを受信するステップを含んでもよい。植字パラメータは、（例えば映像上に
おける）キャプション配置、キャプションフォント、キャプションスタイル（例えば、イ
タリック体、太字等）、キャプション色、又は、任意の他の適切な植字パラメータを含ん
でもよい。植字パラメータは、第１注釈に対して隔離されることが好ましいが、代替的に
、所定のメディアセグメントのための第１言語のキャプションの他のバージョンまで広め
られてもよく、他のメディアセグメントのための第１言語のキャプションまで広められて
もよく、又はそうでなければ、メディア全体を通じて広められてもよい。
【００４０】
[0054]　メディアセグメントに関するキャプションとしての第２注釈を第２ユーザから受
信するステップＳ２００は、メディアセグメントに関するキャプションの第２変形例を受
信するように機能する。第２ユーザは、第１ユーザとは異なることが好ましく、第２ユー
ザアカウント及び第２デバイスに関連付けられることが好ましく、第２ユーザアカウント
及び第２デバイスの両方が、それぞれに第１ユーザアカウント及び第１デバイスとは異な
ることが好ましい。第２注釈は第１言語のものであることが好ましい。第２注釈は、第１
注釈と同一のメディアセグメントについて受信されることが好ましく、メディアセグメン
トに関する第１言語のキャプションのバージョンとして記憶されることが好ましい。代替
的に、第２注釈は、メディアセグメントについての第１言語のキャプションとして記憶さ
れてもよく、第２注釈は第１注釈を上書きする。第２注釈は、第１注釈の編集であっても
よく、第１注釈は、第２注釈の受信前に第２ユーザに提示されることが好ましい。第１注
釈は、メディアセグメントについての第１言語のキャプションとして第２ユーザに提示さ
れることが好ましい。メディアセグメントについての第１言語のキャプションの現在のバ
ージョンは、以下に説明されるように第３ユーザに対するメディアセグメントに関するキ
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ャプションの提示と同様の方法で第２ユーザに提示されることが好ましいが、代替的に他
の方法で提示されてもよい。第２注釈は、代替的に、第１注釈又は任意の他の適切な注釈
とは別個の注釈であってもよい。第１注釈と同様に、第２注釈は、テキストであることが
好ましいが、代替的に、アイコン選択、リンク又は任意の他の適切な注釈であってもよい
。第１注釈を受信するステップと同様に、第２注釈を受信するステップは、追加的に、第
２注釈の言語を決定するステップを含んでもよい。第２注釈の言語は、第１注釈について
説明されたように決定されてもよく、又は、別の方法で決定されてもよい。植字パラメー
タは第２注釈について受信されてもよく、又は、第１注釈に関する植字は第２注釈に広め
られてもよい。代替的に、第２注釈は、第１注釈の植字パラメータにおける編集であって
もよい。
【００４１】
[0055]　メディアセグメントに関するキャプションとして第２注釈を第２ユーザから受信
するステップは、上述したような第１ユーザにメディアをストリーミングするのと同様の
方法で、第２注釈を受信する前に第２デバイスに、映像、音声及びメディアセグメントに
関するキャプションとして第１注釈をストリーミングするステップを含んでもよい。メデ
ィアセグメントに関するキャプションとしての第２注釈を第２ユーザから受信するステッ
プは、追加的に、上述したような第１ユーザにキャプション入力フィールドを提示するの
と同様の方法で、メディアセグメントに関するキャプション入力フィールドを第２ユーザ
に提示するステップを含んでもよい。メディアセグメントに関するキャプションとしての
第２注釈を第２ユーザから受信するステップは、追加的に、上述したような第１ユーザに
キャプション入力フィールドを提示するのと同様の方法で、第２ユーザから第２注釈を受
信する前に、第２ユーザからメディアセグメントの選択を受信するステップを含んでもよ
い。
【００４２】
[0056]　メディアセグメントに関するキャプションとしての第２注釈を受信するステップ
は、代替的に、メディアセグメントを選択するステップと、選択されたメディアセグメン
ト（図１７に示すように）の音声及び／又は映像とは無関係のキャプション入力フィール
ドに関連付けて、選択されたメディアセグメントに関する第１注釈をレンダリングするス
テップＳ２１０と、キャプション入力フィールドにおいて第２注釈を受信するステップＳ
２２０と、選択されたメディアセグメントに第２注釈を関連付けるステップと、を含んで
もよい。メディアセグメントの音声及び映像とは無関係にメディアセグメントに関するキ
ャプションとして第２注釈を受信するステップは、上述したように、メディアセグメント
の音声及び映像とは無関係にメディアセグメントに関するキャプションとして第１注釈を
受信するステップと実質的に同様であることが好ましいが、代替的に、実質的に異なって
もよい。メディアセグメントに関するキャプションとして第２注釈を受信するステップは
、追加的に、第２注釈言語を選択するステップを含んでもよく、第２注釈は、選択された
言語のキャプションとして、選択されたメディアセグメントとともに保存され又は選択さ
れたメディアセグメントに関連付けられる。メディアセグメントに関するキャプションと
して第２注釈を受信するステップは、追加的に、第１注釈の言語を選択するステップを含
んでもよく、選択された言語の注釈は第１注釈として提示されることが好ましい。
【００４３】
[0057]　メディアセグメントを選択するステップは、第２注釈言語のキャプションを欠く
メディアセグメントを選択するステップを含むことが好ましいが、代替的に、既定の閾値
より高いランク又はスコアを有する第２注釈言語のキャプションを欠くメディアセグメン
トを選択するステップ、既定の閾値より低い第２注釈言語のキャプションの数を有するメ
ディアセグメントを選択するステップ、メディアセグメントを無作為に選択するステップ
、又は、任意の他の適切な方法でメディアセグメントを選択するステップ含んでもよい。
【００４４】
[0058]　選択されたメディアセグメントの音声及び／又は映像とは無関係のキャプション
入力フィールドに関連付けられた選択されたメディアセグメントに関する第１注釈をレン
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ダリングするステップＳ２１０は、第１注釈のみをレンダリングするステップと、第１注
釈とは別個のキャプション入力フィールド内で第２注釈を受信するステップと、を含むこ
とが好ましく、第１注釈は、第２注釈とは異なる言語のものであることが好ましい。代替
的に、第１注釈をレンダリングするステップは、キャプション入力フィールド外でキャプ
ションをレンダリングするステップと、キャプション入力フィールド内で第１注釈をレン
ダリングするステップと、第１注釈の編集として第２注釈を受信するステップと、を含ん
でもよく、キャプションは第１言語のものであり、第１及び第２注釈は第２言語のもので
ある。キャプション言語は、ユーザから受信した選択によって決定されてもよく、又は、
システムによって自動的に決定されてもよい。第１注釈をレンダリングするステップは、
追加的に、第１注釈を選択してレンダリングするステップを含んでもよい。メディアセグ
メントに関する第１注釈又はキャプションの複数のバージョン（例えば、第１注釈の様々
な入力又は編集された様々なバージョン）が存在する場合、第２ユーザに提示された第１
注釈のバージョンは、無作為に選択されてもよく、最も高いランクを有するバージョンで
あってもよく、最も低いランクを有するバージョンでもよく、又は、任意の他の適切な方
法で選択された任意のバージョンであってもよい。既定の閾値よりも低いスコア又はラン
クを有する注釈のバージョンは、注釈又はランクのために第２ユーザに提示されるべき可
能性のある注釈のキューから取り消されてもよい。しかしながら、ユーザにレンダリング
されるべき第１注釈は任意の他の適切な方法で選択されてもよい。
【００４５】
[0059]　第２注釈を受信するステップＳ２２０は、キャプション入力フィールドでテキス
ト入力を受信するステップを含むことが好ましい。第２注釈は、新たな入力であってもよ
く、又は、既存の入力の編集（例えば、第１注釈の編集）であってもよい。第２注釈は、
メディアセグメントに関する第２注釈言語のキャプションのバージョンとして保存される
ことが好ましいが、代替的に、メディアセグメントに関する第２注釈言語の単なるキャプ
ションとして保存されてもよい。第２注釈を受信するステップは、追加的に又は代替的に
、肯定的な又は否定的なランキングのような、第１注釈に関する品質指標を受信するステ
ップを含んでもよく、品質指標はそれぞれ第１注釈のスコア又はランクを上昇又は下降さ
せる。第１注釈がキャプション入力フィールド内でレンダリングされる方法の一例では、
第１注釈のランク又はスコアは、ユーザが第１注釈を編集せずに次に選択されたメディア
セグメントに関する次のキャプションに進む時に上昇させられることが好ましく、かつ、
第１注釈のランク又はスコアは、ユーザが第１注釈を編集する時に下降させられることが
好ましい。否定的な品質指標の受信に応じて、システムは、図１７Ａに示すように、キャ
プションに関する第２注釈（例えば、テキスト翻訳）を入力するようにユーザに促すこと
ができる。肯定的な品質指標の受信に応じて、システムは、第２メディアセグメントに関
する第２キャプションをレンダリングすることができ、第２メディアセグメントは、図１
７Ｂに示すように、無作為に選択さてもよく、又は、メディアファイル内の第１メディア
セグメントとの一次的な関係に基づいて選択されてもよい。
【００４６】
[0060]　メディアセグメントに関するキャプションをユーザに提示するステップＳ３００
は、ユーザにメディアセグメントに関するキャプションの現在のバージョンを表示するよ
うに機能する。ユーザは、第３ユーザであることが好ましいが、代替的に、任意の他の適
切なユーザであってもよい。第３ユーザは、第１ユーザ及び第２ユーザとは異なるユーザ
であることが好ましく、かつ、第３ユーザアカウント及び第３デバイスに関連付けられる
ことが好ましく、第３ユーザアカウント及び第３デバイスの両方は第１及び第２ユーザア
カウント並びに第１及び第２デバイスとはそれぞれ異なることが好ましい。しかしながら
、ユーザは、特に注釈の入力中又は編集中、第１ユーザ又は第２ユーザであってもよい。
メディアセグメントは、第１及び第２注釈が受信されたメディアセグメントであることが
好ましい。ユーザにメディアセグメントに関するキャプションを提示するステップは、メ
ディアセグメントに関する第１言語のキャプションをレンダリングするステップを含むこ
とが好ましく、キャプションは、ユーザデバイスでレンダリングされることが好ましいが
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、そうでなければ、ユーザに提示されてもよい。キャプションは、メディアの再生中、開
始タイムスタンプと終了タイムスタンプとの間の映像上にレンダリングされてもよい。代
替的に、キャプションは、映像の脇のプレーヤインターフェース（例えば、キャプション
ストリーミング）の一部上でレンダリングされてもよく、キャプションは、対応のメディ
アセグメントの再生が終了した後に残ってもよい。キャプションは、リアルタイムのプレ
ビューで表示されることが好ましく、かつ、注釈がユーザから受信される際に現れること
が好ましい。複数アカウントの方法の実施では、キャプションは、編集、編集者及びキャ
プションに対する任意の他の変化を追跡するキャプション履歴によって補足されてもよい
。さらに、キャプション入力コンポーネントは、キャプション、キャプション評価コンポ
ーネント（例えば、同意／不同意、星評価）、キャプション分類コンポーネント（例えば
、下手な翻訳へのフラグ立て、文法エラーへのフラグ立て等）のための考察スレッドを提
供することができる。
【００４７】
[0061]　様々なメディアセグメントに関するキャプションは、再生されたメディアと同期
して進められることが好ましく、再生されたメディアは、メディアファイルを再生する際
に関連のキャプションを表示するように機能する。再生されたメディアと同期してキャプ
ションを進めるステップは、メディアの再生位置を更新するステップを含んでもよい。メ
ディアの再生位置は、キャプションストリームに従って、メディアタイムライン上のタイ
ムスタンプのユーザ選択に従って、メディアセグメントのユーザ選択に従って、又は、再
生位置に関連付けられた任意の他の適切なメディアパラメータに従って更新されてもよい
。キャプションストリームのユーザナビゲーションはメディアの再生位置を変更してもよ
い。例えば、ユーザがキャプションストリームを先にスクロールインし、現在の再生位置
の１分先の映像セグメントに関連付けられたキャプション上をクリックすると、メディア
プレーヤは１分先にメディアをスキップする。同様に、キャプションの編集又はキャプシ
ョンと相互作用する時、メディアの関連付けられた部分は、キャプションに関連付けられ
たメディアセグメントを再生、一時停止又は代替的にループさせてもよい。メディアセグ
メントを自動的に再生することによって、メディアのキャプション付け又は翻訳を助ける
ことができる。一変形例では、キャプションストリームのナビゲーションを容易にするた
めにキーボードのショートカットが用いられてもよい。メディアプレーヤ及びキャプショ
ンストリームは、ナビゲーションキーボード入力、マウス／カーソル入力、タッチ入力等
の形態に関係なく同期されることが好ましい。キャプションストリームは、代替的に、ユ
ーザの介在を通じてメディアと非同期化されてもよい。例えば、ユーザは、メディア再生
とは独立してキャプションをブラウズするためにキャプションストリームをスクロールさ
せることができる。
【００４８】
[0062]　メディアセグメントキャプション提示は、追加的に、キャプション評価に従って
キャプションをレンダリングするステップを含んでもよい。評価は、信頼水準、キャプシ
ョンの分類化（例えば、自動翻訳、原資料からのキャプション、３次翻訳）、著作者に基
づいた評価、又は任意の適切な評価であってもよい。キャプション評価は、通常、少なく
とも、さらなる注意が必要なキャプションと、さらなる注意が必要ないキャプションと、
を特徴付ける。時には不十分な出来のエンティティ（アルゴリズムツール又は有効ではな
いコミュニティメンバーによって）を通じて概略的にキャプションが生成されることを可
能にすることによって、さらなるメディアコンテンツがさらなる言語で字幕付けされても
よい。メディアコンテンツが速やかにアクセス可能になる場合、コンテンツは、コミュニ
ティのキャプション編集を通じて継続的に改善されてもよい。好ましくは、キャプション
評価に従ってキャプションをレンダリングするステップは、キャプション評価キーに従っ
てテキストの書式を設定するステップを含む。テキストの色、配置、スタイル及び任意の
適切な態様は、キャプション評価を示すために用いられてもよい。メディアを観る時、視
聴者が通知すると、キャプションは、低いキャプション評価を有するように示され、その
後、その視聴者がキャプションストリームインターフェースを可能にしてキャプションの



(22) JP 2016-509408 A 2016.3.24

10

20

30

40

50

改善を助けることができる。キャプション評価を示すことによって、経験豊かなユーザは
、さらに、編集が必要なキャプションをより優先させることができる。例示の一実施形態
では、自動キャプションシステムからのキャプションは、赤フォント色でレンダリングさ
れて機械字幕付け及び低い信頼を示し、新しいユーザから投稿されたキャプションは、グ
レーフォント色でレンダリングされて人のキャプション付け及び低い信頼を示し、高いキ
ャプション付けスコアを有するアカウントユーザによって投稿又は編集されたキャプショ
ンは、白フォント色でレンダリングされて高い信頼を示し、かつ、受信された肯定的な評
価を有するキャプションは、白フォントでレンダリングされて高い信頼を示してもよい。
【００４９】
[0063]　方法は、追加的に、図８及び図９に示すように、メディアセグメントに関する第
１言語のキャプションとしての第１注釈又は第２注釈を選択するために、第１注釈及び第
２注釈の分析を実行するステップＳ４００を含んでもよい。選択されたバージョン／注釈
は、メディアセグメントに関する第１言語のキャプションの現在のバージョンとして第３
ユーザに提示されることが好ましい。Ｓ４００は、提示されたキャプションバージョンで
ある注釈を自動的に選択するステップ、又は、ユーザアカウントのコミュニティからの入
力に基づいて注釈を選択するステップを含んでもよい。注釈を自動的に選択するステップ
は、第１及び第２注釈をメディアセグメントの音声の自動機械翻訳（例えば、音声テキス
ト翻訳）と比較するステップと、機械翻訳に最も類似する注釈を選択するステップ、既定
の閾値を超える機械翻訳との類似度を有する（例えば、５０％以上類似する）注釈を選択
するステップ、又は、既定の閾値を超えた機械翻訳との相違を有する（例えば、４０％未
満の類似度、７０％を超えた相違など）注釈を除去するステップと、を含んでもよい。類
似度は、語句の収束又は相違、単語の類似度（例えば、キーワード）、文法の類似度、又
は任意の他の適切な言語パラメータの類似度によって決定されてもよい。提示されたキャ
プションバージョンであるべき注釈を自動的に選択するステップは、代替的に、各注釈を
第１言語に関する既知の規則（例えば、経験的に決定される又はユーザによって設定され
る）と比較するステップを含んでもよく、所定の閾値内の規則を満たす注釈は、提示され
たキャプションバージョンとして選択されてもよい。提示されたキャプションバージョン
であるべき注釈を自動的に選択するステップは、代替的に、最も一般的に生じる注釈バー
ジョンを選択するステップを含んでもよい。提示されたキャプションバージョンであるた
めに注釈を自動的に選択するステップは、代替的に、複数の注釈のうちで最も一般的に生
じるコンポーネントを決定するステップと、一般的に生じるコンポーネントから新しい注
釈を生成するステップと、を含んでもよい。例えば、複数の注釈が所定のセットのキーワ
ードを含み（例えば、閾値出現比率を超える）、複数の注釈が所定の文法構造を含む（再
び、閾値出現比率を超える）と、システムは、文法構造を用いてキーボードセットに命令
して新たな注釈を生成してもよい。代替的に、Ｓ４００は、注釈を比較して、直近に受信
された注釈を選択することができる。代替的に、Ｓ４００は、注釈を比較して、最も高い
ランクのユーザアカウントによってサブミットされた注釈を選択することができる。代替
的に、Ｓ４００は、注釈を比較して、メディアセグメントに関する第１言語の最も高いラ
ンクの注釈を選択することができる。この変形例では、システムは、キャプションを要求
している各歴代のユーザに注釈を繰返し提示すること（例えば、第１注釈を第１視聴者に
、第２注釈を第２視聴者に、など）、ユーザからの注釈に関する注釈品質指標を受信する
こと（例えば、良い／悪い、賛成票／反対票、１～１０の連続体に沿ったランク等）、注
釈をランク付けする又は受信された注釈品質指標に基づいて注釈に関するランクを算出す
ること、かつ、メディアセグメントに関する第１言語のキャプションとして最も高いラン
クを有する注釈を選択することができる。代替的に、既定の閾値を超えるランク又はスコ
ア（例えば、肯定的な入力の数）を有する注釈が選択されて提示されてもよく、既定の閾
値を超えるランク／スコアを有する複数の注釈は、繰返し又は無作為に選択されて提示さ
れてもよい。注釈は、既定の期間で繰返し提示され、各注釈に関する所定の数の提示のた
めに繰返し提示され（例えば、各キャプションバージョンは、１０分間にわたって表示さ
れる）、又は、適切な停止条件が満たされるまで繰返し提示されてもよい。注釈は、キャ
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プションに関する注釈が選択された後に繰り返し提示されてもよく、注釈は、繰返し条件
が満たされた後に繰返し提示される。繰り返し条件は、新たな注釈の受信、所定の期間の
達成、既定の閾値を超えるキャプションに関するユーザリクエストの数の達成、又は、任
意の他の適切な条件であってもよい。代替的に、キャプション著作者、キャプション編集
、フラグ立て、評価（例えば、同意／不同意、星評価など）、キャプションコメント、及
び／又は、キャプションフィードバックの任意の代替的な形態が少なくとも２つのアカウ
ントが共同でキャプションを改善することを可能にするために用いられてもよい。共同編
集は、追加的に、アカウント優先度に従って投稿されてもよい。アカウントは、承認され
、及び／又は、言語熟達度、年功、優先度、承認、許可及び／又は他の管理統制を獲得し
てもよい。編集、コメント及びキャプション付けは、行動を起こすアカウントに従って委
任されてもよい。例えば、新たなユーザは、高い優先度のアカウント（例えば、多数の高
い評価の付いた翻訳をしたアカウント）によって投稿されたキャプションの編集を抑制さ
れてもよい。新たなユーザの編集は、メッセージ／アラートとして発せられ、又は、完全
に却下されてもよい。高い優先度のアカウントは、低い優先度のアカウントのいかなるキ
ャプションを編集することを許可されてもよい。しかしながら、メディアセグメントに関
する第１言語のキャプションに関する注釈は、前述のバージョンの組み合わせを用いて選
択されてもよく、又は他の方法で選択されてもよい。
【００５０】
[0064]　方法の一変形例では、所定の言語のためのメディアセグメントに関するキャプシ
ョンとして提示されるべきキャプションの変形例を選択するために注釈を処理するステッ
プは、追加的に、選択された注釈を生成したユーザアカウントに対して通知を送信するス
テップ、以前に選択された注釈を生成したユーザアカウントに対して通知を送信するステ
ップ、又は、任意の他の適切なユーザに対して通知を送信するステップを含んでもよい。
例えば、通知は、選択された注釈のユーザアカウントに接続されたユーザアカウント（例
えば、友人、フォロワー等）に対して送信されてもよい。
【００５１】
[0065]　方法は、追加的に、アカウントの言語熟達度を評価するステップを含んでもよく
、アカウントの言語熟達度の評価は、コミュニティメンバー及び翻訳の投稿者の言語技能
を測定するように機能する。アカウント名義者の言語熟達度評価は、キャプション編集の
強制、翻訳スコアの測定、キャプションの表示、参照キャプションの表示及びキャプショ
ン付けされたメディアに投稿又はキャプション付けされたメディアを消費する任意の適切
な態様に用いられてもよい。第１変形例では、言語熟達度は、キャプションへの投稿に基
づいて少なくとも部分的に評価されてもよい。評価は、任意の適切なアルゴリズムであっ
てもよいが、投稿されたキャプションの数、投稿されたキャプションに対して他者がなし
た修正の数、他のアカウントによって投稿されたキャプションに対してなされた修正の数
、使用済み参照キャプションの言語、キャプションの評価、投稿されたキャプションを有
するメディア視聴、及び／又は、キャプション投稿の任意の適切な態様などのパラメータ
を含んでもよい。第２変形例では、言語熟達度は、メディアの消費に基づいて少なくとも
部分的に評価されてもよい。好ましい一変形例では、方法は、映像ストリーミングサービ
スによって実施され、それゆえ、方法は、言語熟達度の評価におけるメディア消費を監視
するステップを含んでもよい。消費されたメディアの数／長さ、及び、ネイティブ言語及
び／又は消費されたキャプション言語は、言語熟達度に組み込んでもよい。追加的に、言
語熟達度の態様は、ユーザ自己査定、証明されたテストスコア、言語テスト、又は、言語
熟達度を測定する任意の適切な手段に基づいて評価されてもよい。
【００５２】
[0066]　方法は、追加的に、図１０に示すように、様々なユーザによって複数のメディア
セグメントを共同で編集するステップを含んでもよい。これは、単独のユーザに各メディ
アセグメントに連続的にキャプションを付けさせる場合よりもキャプションをより速く生
成することを可能にする。様々なユーザによって複数のメディアセグメントを共同で編集
するステップは、第２メディアセグメントに関する第１言語のキャプションを第４ユーザ
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から受信するステップを含んでもよい。代替的に、複数のメディアセグメントを共同で編
集するステップは、第２メディアセグメントに関する第２言語のキャプションを第４ユー
ザから受信するステップを含んでもよく、第２言語は、第１言語とは異なる言語であるこ
とが好ましい。第２メディアセグメントは、第１メディアセグメントの開始及び／又は終
了タイムスタンプとは異なる開始及び／又は終了タイムスタンプを有するメディアセグメ
ントであることが好ましいが、代替的に、同一のメディアセグメントであってもよい。第
４ユーザは、第１及び第２ユーザとは異なるユーザであることが好ましいが、代替的に、
任意の適切なユーザであってもよい。第１及び第２メディアセグメントに関する注釈は、
実質的に同時に受信される（例えば、第２メディアセグメントに関する注釈は、第１メデ
ィアセグメントに関する注釈の受信と実質的に同時に受信される）ことが好ましいが、代
替的に、異なる時間に受信されてもよい。第２メディアセグメントに関する第１言語のキ
ャプションに関する注釈は、第１メディアセグメントに関する第１言語のキャプションを
含むファイルに追加されることが好ましいが、その他の方法で記憶されてもよい。第２メ
ディアセグメントに関する第１言語のキャプションは、追加的に、第４ユーザとは異なる
ユーザによって上述した方法（Ｓ２００）で編集可能であることが好ましい。さらに、ア
カウントは、キャプションに対するメディアの特定の部分を割り当てられてもよく、当該
部分は、アカウントの言語熟達度評価に基づいてもよく又は基づかなくてもよい。キャプ
ション付けシステムのサーバは、アカウントが実質的にリアルタイムで遠隔に協力するこ
とができるように、キャプション付けインターフェースのリアルタイム同期を可能にして
もよい。
【００５３】
[0067]　方法は、追加的に、図１１に示すように、提示されたキャプションを動的に更新
するステップを含んでもよく、動的な更新は、キャプションの直近のバージョンを提示す
るように機能する。キャプションは、メディア及びキャプションをストリーミングしてい
るユーザのために動的に更新されることが好ましい。キャプションは、新たな注釈（例え
ば、第２注釈）の受信に応じて動的に更新されることが好ましく、新たな注釈は、それぞ
れのメディアセグメントに関するキャプションとして視聴しているユーザに対して提示さ
れることが好ましい。方法の一変形例は、第２デバイスに対する映像、音声及び第１言語
のキャプションのストリーミングと実質的に同時に又はわずかにずれた時間で第４デバイ
スに対して映像、音声及び第１言語のキャプションをストリーミングするステップを含み
、かつ、第４デバイスに対してストリーミングされた第１言語のキャプションは、第２デ
バイスから受信された第２注釈によって動的に更新される。第２及び第４デバイスに対す
る映像、音声及びキャプションのわずかにずれた時間でストリーミングするステップは、
メディアが第４ユーザにストリーミングされるわずかに前に第２ユーザに対してメディア
をストリーミングするステップを含むことが好ましく、第２及び第４ユーザは、同時にメ
ディアの異なる部分を視聴している。
【００５４】
[0068]　方法は、追加的に、他の適切な協力の提供と、例えば文法チェック、スペルチェ
ック、翻訳ツール、タスク割り当て、用語集ツール、チャット又は考察ツール、キャプシ
ョンナビゲーションツール、評価ツール、フィードバックツール、又はキャプション付け
作業を改善するための任意の適切なツールなどの編集ツールの提供と、を含んでもよい。
タスク割り当てツールは、特定のメディアセグメント、キャプションセットの全体及びキ
ャプションの他の部分が、異なるアカウントに割り当てられることを可能にすることが好
ましい。例えば、１アカウントが、他のアカウントがそれらキャプション上への作業を重
複して行わないように、キャプション付けのためにキャプションのブロックする権利を有
してもよい。用語集ツールは、キャプションセットの言語を標準化するように機能するこ
とが好ましい。ある翻訳は、色々な異なる語句によって翻訳されてもよい。用語集ツール
は、標準化された語句又は俗語フレーズに関する参照として役立ち得る。例えば、１文字
が、「上司」、「議長」、「チーフ」又は他の適切な語句として参照されてもよいが、用
語集ツールは、様々なアカウントが文字に関する標準化された用語を用いることを援助す
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ることができる。用語集ツールは、追加的に、用語集ツール内の標準化された語句を変更
することが他の場所の語句を更新することができるように自動更新を可能にすることがで
きる。追加的に、ツールは、語句が用いられるべき時に意味的に検出することができ、ま
た、用語集ツールは、語句を提案又は語句を標準化された語句に自動的に変更してもよい
。キャプションナビゲーションツールは、最初／最後の欠落した翻訳をナビゲーションす
ること、次の欠落した翻訳に進むこと、低い信頼の翻訳のみを表示すること、特定のアカ
ウントによって作成された翻訳を見ること、又は、任意の適切なキャプションナビゲーシ
ョン、検索及び／又はフィルタリング操作を実行すること、をキャプションナビゲーショ
ンツールが可能にすることができる現在のキャプション状態に基づいて、映像がナビゲー
トされ、検索され、フィルタリングされることを可能にすることができる。
【００５５】
[0069]　方法は、追加的に、第１及び／又は第２ユーザのためのキャプション付け言語（
第１言語）を選択するステップを含んでもよい。方法の一変形例では、音声言語（例えば
、言語タグ、ジオタグ、メタデータ、自動言語認識などから決定される）は第１言語とは
異なる。第１及び／又は第２ユーザのために第１言語を選択するステップは、それぞれの
ユーザのユーザプロファイル内に記載された言語を選択するステップを含むことが好まし
い。
【００５６】
２．１　多言語におけるキャプション生成
[0070]　方法は、追加的に、多言語でキャプションを生成するステップを含んでもよい。
多言語でキャプションを生成するステップは、図１２Ａに示すように、様々なユーザアカ
ウントから異なる言語のキャプション（例えば、音声からの直接翻訳）を受信するステッ
プ、第１言語のキャプションを第２言語に自動的に翻訳するステップ、図１２Ｂに示すよ
うに、第１言語のキャプションの第２言語への手動の翻訳を容易にするステップ、又は、
多言語でのキャプション生成の任意の他の適切な方法を含んでもよい。第２言語は、第１
言語とは異なる言語であることが好ましい。複数のユーザが所定のメディアセグメントに
関する様々な言語のキャプションを同時に作成すること及び／又は複数のメディアセグメ
ントにわたって様々な言語のキャプションを作成することを可能にすることによって、多
言語でキャプションを生成するステップが、異なる言語のキャプションセットを同時に生
成することを可能にする。
【００５７】
[0071]　方法の一変形例では、メディアに関する第１言語のキャプションは第２言語のキ
ャプションに自動的に翻訳される。自動的な翻訳は、機械翻訳を含むことが好ましく、第
１言語のキャプションのテキストは、機械翻訳システムに送られ、かつ、機械翻訳システ
ムの出力は、メディアセグメント／メディアに関する第２言語のキャプションとして保存
されることが好ましい。代替的に、自動キャプション翻訳は、メディアの第２ピース（pi
ece）から上手くキャプション付けされたメディアセグメントを識別するステップと、メ
ディアの第１ピースと第２ピースとの間でメディアセグメントをマッチングするステップ
と、メディアの第１ピースのメディアセグメントのマッチングのキャプションとして、メ
ディアの第２ピースから上手くキャプション付けされたメディアセグメントのキャプショ
ンを保存するステップと、を含んでもよい。上手くキャプション付けされたメディアセグ
メントは、既定の閾値を超える編集又はバージョンの数（例えば、３つのキャプションバ
ージョン）を有するメディアセグメントであってもよく、既定の閾値を超えるランク（例
えば、ユーザコミュニティによってランク付けされる場合に７５％を超えるスコア）を有
するキャプションを有するメディアセグメントであってもよく、又は、信頼性の高いキャ
プション付けの指標を有する任意の他の適切なメディアセグメントであってもよい。メデ
ィアの第１及び第２ピースのメディアセグメントをマッチングするステップは、メディア
セグメントの音声波形／パターンをマッチングするステップを含むことが好ましいが、メ
ディアセグメントはその他の方法でマッチングされてもよい。メディアセグメントマッチ
ングは、音声周波数に依存しない（例えば、語句は男声又は女声に関わらずマッチングさ
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れる）ことが好ましいが、代替的に、周波数依存であってもよい（例えば、女声の同一の
語句はマッチングされるが、男声の語句は女声の同一の語句とはマッチングされない）。
メディアの第２ピースに関する上手くキャプション付けされたメディアセグメントに関す
るキャプションは、メディアの第１ピース内のメディアセグメントのマッチングに関する
キャプションとして用いられることが好ましい。識別された上手くキャプション付けされ
たメディアセグメントは、第１メディアに関するキャプションと同一の言語のものである
ことが好ましい。
【００５８】
[0072]　第１言語のキャプションは、メディアセグメントベースで翻訳されることが好ま
しいが、代替的に、キャプションファイル全体として翻訳されてもよい。自動キャプショ
ン翻訳は、第１言語に関連する第２言語（例えば、英語をドイツ語に、日本語を韓国語に
など）に限定されることが好ましいが、代替的に、限定されなくてもよい。代替的に、第
１言語は、英語などの「共通」言語であってもよく、共通言語から第２言語（例えば、英
語からスペイン語）への翻訳に関するデータは、実質的に豊富である及び／又は信頼性が
高い（例えば、既定の閾値以上）。
【００５９】
[0073]　第１言語のキャプションを第２言語のキャプションに自動的に翻訳するステップ
は、追加的に、ユーザに対して第２言語のキャプションを提示するステップと、ユーザか
ら提示されたキャプションの編集を受信するステップと、を含んでもよい。ユーザに対し
て第２言語のキャプションを提示するステップは、メディアに関する第２言語のキャプシ
ョンを要求しているユーザのデバイスにおいて第２言語のキャプションをレンダリングす
るステップを含むことが好ましいが、代替的に、ユーザのための第２言語のキャプション
のスクリプトをレンダリングするステップ、又はそうでなければ、ユーザに対して第２言
語のキャプションを提示するステップを含んでもよい。ユーザは、第２言語で読み書きが
できるユーザであることが好ましいが、任意の適切なユーザであってもよい。第２言語の
提示されたキャプションへの編集を受信するステップは、メディアセグメントに関して第
２ユーザから第２注釈を受信するステップと同様の方法で注釈を受信するステップを含む
ことが好ましい。しかしながら、第２言語の提示されたキャプションへの編集は、その他
の方法で第３ユーザから受信されてもよい。
【００６０】
[0074]　方法の別の変形例では、システムは、第３ユーザによって第１言語のキャプショ
ンの第２言語への翻訳を容易にする。第３ユーザは、第１及び第２ユーザとは異なるユー
ザであることが好ましく、かつ、第１及び第２言語に堪能である又は第１及び第２言語で
読み書きができることが好ましい。第１言語のキャプションの第２言語への翻訳を容易に
するステップは、メディアセグメントに関する第１言語のキャプションを第３デバイスで
レンダリングするステップと、メディアセグメントに関する第２言語のキャプションとし
ての注釈を第３デバイスから受信するステップと、を含むことが好ましい。注釈は、第２
言語に関するキャプションファイル内のメディアセグメントに関する第２言語のキャプシ
ョンの第１バージョンとして保存されることが好ましい。第２言語の注釈入力のためのキ
ャプション入力フィールドは、追加的に、第１言語のキャプションによってレンダリング
されてもよい。第２言語は、自動的に認識されてもよく、又は、ユーザ選択によって指定
されてもよい。
【００６１】
[0075]　この変形例は、追加的に、図１２Ｂに示すように、第４ユーザに対して第１言語
のキャプションを提示するステップと、メディアセグメントに関するキャプションとして
の第２言語の第２注釈を受信するステップと、を含んでもよい。第４ユーザは、第３ユー
ザとは異なることが好ましく、かつ、第１及び第２言語に堪能又は第１及び第２言語で読
み書きができることが好ましい。これは、メディアセグメントに関する第２言語のキャプ
ションの第２変形例を受信するように機能する。第２言語の第２注釈は、メディアセグメ
ントに関する第２言語の現在のキャプションとして保存されてもよく、又は、メディアセ
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グメントに関する第２言語のキャプションのバージョンとして保存されてもよい。メディ
アセグメントに関する第２言語の第１注釈（第３ユーザから受信された）はまた、メディ
アセグメントに関する第１言語のキャプションが第４ユーザに提示される時に第４ユーザ
に提示されてもよい（例えば、第４ユーザデバイスでレンダリングされる）。この変形例
では、第２注釈は、第１注釈の編集であることが好ましい。第２言語のキャプションは、
上述したように第１及び第２ユーザへのキャプション提示と同様の方法で第３及び第４ユ
ーザに提示されることが好ましいが、任意の適切な方法で提示されてもよい。
【００６２】
[0076]　第２言語のキャプションを受信するステップは、追加的に、各メディアセグメン
トに関する第２言語の複数のキャプション変形例を処理するステップと、提示のためのメ
ディアセグメントに関する第１言語のキャプションの変形例を選択するステップと同様に
、所定のメディアセグメントに関する第２言語のキャプションとして提示するための変形
例を選択するステップと、を含んでもよい。異なるメディアセグメントに関する第２言語
のキャプションは、複数のユーザから実質的に同時に又は一斉に受信されてもよく、又は
、連続的に（例えば、１つずつ）受信されてもよい。
【００６３】
[0077]　第２言語のキャプションを受信するステップは、追加的に、第３又は第４ユーザ
のためのキャプション付け言語を選択するステップを含んでもよい。第３又は第４ユーザ
のためのキャプション付け言語は、第１又は第２ユーザのための第１キャプション付け言
語の選択について説明された方法で選択されることが好ましい。第３又は第４ユーザのた
めのキャプション付け言語を選択するステップは、第１言語のキャプションを第３又は第
４ユーザに対して表示するかどうかを決定するステップを含んでもよい。例えば、ユーザ
プロファイルが音声言語及び第２言語を含むが第１言語を含まない時、メディアセグメン
トに関する第１言語のキャプションはユーザに対して提示されない（例えば、ユーザデバ
イスでレンダリングされない）ことが好ましい。ユーザプロファイルが第１言語及び第２
言語を含む時、メディアセグメントに関する第１言語のキャプションがユーザに提示され
ることが好ましい。
【００６４】
[0078]　方法は、追加的に、ユーザのための提示言語を選択するステップを含んでもよく
、提示言語の選択は、ユーザに対して提示される（例えば、ストリーミングされてレンダ
リングされる）べきキャプションセットを選択するように機能する。より好ましくは、方
法は、ユーザデバイスからメディアストリーミングリクエストの受信に応じてユーザのた
めの提示言語を選択するステップと、ユーザデバイスで選択された提示言語のキャプショ
ンをストリーミング及び／又はレンダリングするステップと、を含む。ユーザのための提
示言語は手動で又は自動的に選択されてもよい。提示言語の手動選択は、ユーザデバイス
から言語選択を受信するステップを含むことが好ましい。言語選択は、言語に関連付けら
れたアイコンの選択、ドロップダウンリストからの言語の選択、又は、任意の他の適切な
言語選択であってもよい。自動言語選択は、ユーザプロファイルに関連付けられた（例え
ば、ユーザプロファイル内で堪能な言語として記載された）言語を選択するステップ、ユ
ーザプロファイルに関連付けられ、かつ、既定の閾値を超えるユーザによってこれまでに
選択されてきた言語を選択するステップ（例えば、ユーザが常に５０％を超えるキャプシ
ョン言語として英語をこれまでに選択する時、提示言語は英語に設定される）、デフォル
ト言語を選択するステップ、ユーザによって選択された直近の提示言語を選択するステッ
プ、ユーザによって用いられた直近のキャプション付け言語を選択するステップ、又は、
適切な既定言語を自動的に決定する任意の他の適切な方法を含んでもよい。
【００６５】
２．２　メディアセグメント化
[0079]　方法は、追加的に、図１３及び図１５に示すように、メディアをセグメント化す
るステップを含んでもよく、メディアのセグメント化は、ユーザのためのメディアセグメ
ントをキャプションに提供するように機能する。メディアは、自動的に、半自動的に又は
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ユーザによって手動でセグメント化されてもよい。データを手動でセグメント化するユー
ザは、第１又は第２ユーザとは異なるユーザ（例えば、第３、第４又は第５ユーザ）であ
ることが好ましいが、代替的に、任意の適切なユーザであってもよい。セグメントは、ユ
ーザデバイス又はユーザアカウントから受信されることが好ましいが、代替的に、セグメ
ント化するユーザに関連付けられた任意の適切なコンストラクト（construct）から受信
されてもよい。メディアセグメント化は、メディアの同一のピースに関するメディアキャ
プション付けと実質的に同時に実行されてもよく、定義されたメディアセグメントは、ユ
ーザが、識別後に（例えば、メディアの残りの部分がセグメント化されない間でも）キャ
プション付けをするために実質的に即座に利用可能であることが好ましい。
【００６６】
[0080]　一変形例では、キャプション付けのためにメディアをセグメント化する方法は、
メディアに関するタイムラインに沿って音声の視覚表示をレンダリングするステップＳ５
００と、メディアセグメントのセグメントパラメータを受信するステップＳ６００と、選
択されたメディアセグメントを提示するステップＳ７００と、メディセグメントの開始及
び終了タイムスタンプに関連付けられたキャプションを備えるキャプションファイルを生
成するステップＳ８００と、を含んでもよい。方法は、簡単で継ぎ目のない映像のセグメ
ント化及びキャプション付けを可能にするように機能する。方法は、追加的に、映像の共
同セグメント化及びキャプション付けを可能にするように機能する。メディアタイムライ
ンの関数として音声を視覚的に表示することによって、この方法は、キャプション付けに
対して最適に可変する視覚表示器を提供する。これは、音声視覚化の特徴によって提供さ
れた視覚的キューを用いて、ユーザが音声セグメントをより簡単に識別して選択すること
を可能にする。方法は、当該方法の実施のためにさらに構成されたインターフェースをレ
ンダリングするように構成されたコンピュータシステムを通じて実施されることが好まし
い。
【００６７】
[0081]　ユーザデバイス上のメディアに関するタイムラインに沿って音声（例えば、音声
レイヤ）の視覚表示をレンダリングするステップＳ５００は、メディアタイムライン及び
映像と同期して視覚音声レイヤを提供するように機能する。音声の視覚表示をレンダリン
グするステップはさらに、音声セグメント化を受信するための音声レイヤセグメント化イ
ンターフェースを提供するように機能する。視覚表示は、時間の関数としての画像音声レ
イヤとしてレンダリングされることが好ましいが、その他の方法で視覚化されてもよい。
視覚表示は、少なくとも１つの時間ベースの画像次元を有する波形としてレンダリングさ
れることが好ましい。例えば、波形は、水平時間軸上にプロットされた映像の音声振幅を
表示してもよい。時間軸は、任意の適切な方向に向けられてもよく、又は、任意の適切な
表示で通信されてもよい。視覚表示は、追加的に、多周波数（例えば、女声に関する１波
形及び男声に関する第２の波形）、複数トラック、又は、任意の他の適切な音声特徴を表
示することができる。一変形例では、各スピーカは、ユーザがメディアセグメントの境界
を視覚的に識別するだけでなく、スピーカの音声ストリームに基づいてメディアを容易に
セグメント化する（例えば、各スピーカごとにメディアセグメントを作成する）ことを可
能にするレンダリングされた音声レイヤを有してもよい。好ましくは、音声レイヤは、ユ
ーザが口語（例えば、語句又は文章）の境界を視覚的に検出することを可能にする。例え
ば、会話している２人による映像では、音声レイヤは、誰かが話している時に厳密にグル
ープ化されたいくつかの顕著な振幅レベルを有する波形を有する。スピーカ同士の間での
移行中又はスピーチの中断中、波形は、より低い又はゼロの振幅を有する。音声レイヤは
、音声トラック又はメディアの結合された音声トラックであることが好ましい。代替的な
一実施形態では、音声レイヤは、処理された音声の表示であってもよい。音声は、スピー
チ又は口語を区分けするために処理されてもよく、キャプションにとって大事ではない背
景ノイズ、音楽、音響効果又は他の音声信号を除去／低減するように処理されてもよく、
又は、任意の適切な方法で処理されてもよい。音声レイヤは、代替的に、左右の音声信号
又は複数のスピーカの音声フィードなどの音声の複数のチャネルを表示してもよい。
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【００６８】
[0082]　音声の視覚表示は、メディアタイムラインの全体にわたって音声を視覚化するこ
とが好ましい。代替的に、メディア音声のセグメントは視覚化されてもよい（例えば、メ
ディアの第１半部分）。音声レイヤは、映像の再生位置又はタイムスタンプ位置に同期さ
れることが好ましい。音声レイヤは、メディアの現在の再生位置に同期された音声信号の
時間ベースのプロットを表示することが好ましい。音声レイヤは、通常、現在の再生位置
に先行する及び／又は後続の音声信号を表示する。より好ましくは、現在の再生位置に関
連付けられた音声信号は音声レイヤの中心に配置される。再生位置における再生の進行及
び変化中（例えば、早送り、再生速度の変化、先送りスキップ等）、音声レイヤは、現在
の再生位置に関連して適切な音声信号をレンダリングするように進む。代替的に、現在の
再生位置を示すアイコンは、実質的に不活発な音声レイヤ／音声の視覚表示に沿って進行
する。一変形例では、方法は、音声レイヤのズームイン及び／又はズームアウトを可能に
してもよく、音声レイヤのズームイン及び／又はズームアウトは、音声レイヤ内に表示さ
れる音声信号の視覚可能部分及び詳細を変化させるように機能する。追加的に、同期され
た進行中、メディアセグメントはまた、音声レイヤ内の対応の期間でレンダリングされる
ことが好ましい。音声レイヤはまた、映像の再生進行とともに進行（例えば、スクロール
）することが好ましい。メディアセグメントは、メディア内の時間位置に対応する第１及
び第２タイムスタンプ（例えば、それぞれの開始及び終了時間）によって定義されてもよ
い。代替的に、メディアセグメントは、開始タイムスタンプ及び期間、開始映像フレーム
及び終了映像フレーム、複数の映像フレーム、音声信号、又は任意の他の適切なメディア
パラメータによって定義されてもよい（例えば、境界付けされる又は識別される）。存在
するメディアセグメントの画像表示は、それらが対応する音声信号の部分に調整されてレ
ンダリングされることが好ましい。
【００６９】
[0083]　音声の視覚表示をレンダリングするステップは、追加的に、視覚表示を生成する
ためのメディアの音声信号を処理するステップを含むことが好ましい。視覚表示は、メデ
ィアの再生前に生成及びレンダリングされることが好ましいが、代替的に、メディアの再
生中に生成及びレンダリングされてもよく、メディアの再生後に生成及びレンダリングさ
れてもよく、又は、任意の他の適切な順番で生成及びレンダリングされてもよい。キャプ
ション付けサービスがメディアをホストする方法の変形例では、キャプション付けサービ
スは、音声ファイルを処理し、キャプション付けサービスサーバで視覚表示を生成するこ
とが好ましく、視覚表示は、ストリーミングされたメディアとともに受信デバイスに送信
される。メディアが第三者（例えば、メディアホストサービス）からストリーミングされ
る方法の変形例では、システムは、音声をリアルタイムで（例えば、メディアの再生中に
）視覚化することができ、バッファに格納された音声を視覚化（例えば、音声がバッファ
に格納中又は格納後）することができ、再生された音声を視覚化（例えば、メディアの再
生後に音声を視覚化）することができ、音声を記録して記録された音声を、視覚化のため
にキャプション付けサービスに送信することができ、又は、任意の他の適切な方法で視覚
化することができる。これらの変形例では、音声は、デバイス上のデフォルト音声出力（
例えば、スピーカ）から仮想通過音声共有システムを通って経路を切り替えられてもよく
、仮想通過音声共有システムは、経路を切り替えられた音声から視覚表示を生成する。音
声は、ユーザによるメディア再生前に経路を切り替えられることが好ましいが、代替的に
、ユーザによるメディア再生中に経路を切り替えられてもよく、映像は、同期を維持する
ために対応して遅延させられることが好ましい。しかしながら、音声はその他の方法で視
覚化されてもよい。
【００７０】
[0084]　メディアセグメントのセグメントパラメータを受信するステップＳ６００は、キ
ャプション割り当てのためにメディアセグメントを識別して定義するように機能する。メ
ディアセグメントの１以上のセグメントパラメータを受信するステップは、メディアセグ
メントの開始及び終了を定義することが好ましい。メディアセグメントの開始及び終了に
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対応した第１及び第２セグメントパラメータが受信されることが好ましい一方で、信号セ
グメントパラメータ又は３以上のパラメータが代替的に受信されてもよい。セグメントパ
ラメータは、開始タイムスタンプを示すことが好ましいが、追加的に、開始タイムスタン
プ後の期間又は終了タイムスタンプを示してもよい。代替的に、セグメントパラメータは
、特定の開始映像フレーム（例えば、キャプションが最初に示されるべき映像フレーム）
、終了映像フレーム、メディアセグメントの間の映像フレームに関する識別子を示しても
よく、又は、任意の他の適切なメディアパラメータを示してもよい。代替的に、セグメン
トパラメータは、タイムスタンプ、映像フレーム識別子、又は、任意の他の適切なメディ
アパラメータであってもよい。複数のメディアセグメント（キャプション付けセグメント
又はキャプション付けのためのセグメント）が選択されてもよい。セグメントは部分的に
又は全体的に重複してもよい。
【００７１】
[0085]　メディアセグメントに関するセグメントパラメータを受信するステップは、開始
タイムスタンプ（メディアセグメントの開始）において入力を受信するステップと、終了
タイムスタンプ（メディアセグメントの終了）を、停止イベントが検出されたタイムスタ
ンプに設定するステップと、を含むことが好ましい。入力は、デバイスで受信されること
が好ましく、かつ、キーストローク、視覚表示の第１位置上でのカーソル選択（例えば、
マウス、検出されたタッチ、スタイラス）、又は、任意の他の適切な入力であってもよい
。終了タイムスタンプを定義する停止イベントは、維持された入力（例えば、開始タイム
スタンプを設定する入力）の解除、開始タイムスタンプとは異なる視覚表示上での終了タ
イムスタンプの選択又は第２位置の選択、若しくは、視覚表示上の第１位置の選択、又は
、任意の他の適切なイベントであってもよい。代替的に、終了タイムスタンプは自動的に
定義されてもよい。例えば、終了タイムスタンプは、開始タイムスタンプから離れた（例
えば、後の）既定の期間になるように自動的に設定されてもよい。代替的に、開始タイム
スタンプは、ユーザのタイムスタンプ選択の受信に応じて自動的に決定されてもよく、開
始タイムスタンプは、ユーザに選択されたタイムスタンプに最も近いメディアセグメント
開始特徴（例えば、振幅最小値）に対応するタイムスタンプであってもよい。終了タイム
スタンプも同様に自動的に決定されてもよい。代替的に、開始タイムスタンプは、先行す
るメディアセグメントの終了タイムスタンプに設定されてもよい。
【００７２】
[0086]　代替的に、予め定義されたメディアセグメントの選択が受信されてもよい。予め
定義されたメディアセグメントは、別のユーザによって前もって定義された開始及び終了
タイムスタンプを有するメディアセグメントであってもよい。代替的に、メディアセグメ
ントは、少なくとも半自動的に定義されてもよい。開始及び終了タイムスタンプはユーザ
入力に応じて自動的に設定されてもよい。例えば、ユーザは、音声レイヤ／視覚表示内の
時点を選択することができ、処理モジュールが、音声信号を分析して、提案されたタイム
スタンプ範囲を見出すことができる。さらに別の代替案では、セグメント化は、メディア
の音声及び／又は映像内でセグメントを識別することによって自動的に実行されてもよい
。セグメントは、（例えば、所定の音声トラック又は全体について）スピーチパターンな
しで音声トラックの期間を検出すること、及び、非スピーチ分割器に基づいてセグメント
をグループ化することによって識別されてもよい。自動的にセグメント化されたメディア
セグメントは、ユーザ選択を通じて起動され又は有効にされてもよい。しかしながら、メ
ディアセグメント選択はその他の方法で受信又は決定されてもよい。予め定義されたメデ
ィアセグメントの選択は、メディアセグメント境界の範囲内の時点の位置表示の選択を受
信するステップを含むことが好ましいが、代替的に、メディアセグメントに関連付けられ
た注釈の選択を受信するステップを含む、又は、任意の他の適切なメディアセグメント識
別子の選択を受信するステップを含んでもよい。
【００７３】
[0087]　セグメントパラメータは、音声信号の視覚表示において受信されてもよく、視覚
表示セグメントが選択される。例えば、ユーザは、視覚表示のセグメントを選択して（例
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えば、クリックをする）、対応の音声セグメントを選択することができる。代替的に、メ
ディアセグメント選択は、視覚表示とは無関係に受信されてもよい。例えば、ユーザは、
メディア再生中、予めマッピングされたキーを選択及び押し下げることができ、最初のキ
ー選択におけるメディアタイムスタンプは開始タイムスタンプ（開始タイムスタンプ）と
して設定されることが好ましく、維持された入力（キー選択）が解除された（停止イベン
ト）メディアタイムスタンプは終了タイムスタンプとして設定される。セグメントは、代
替的に、任意の手動の制御インターフェースを通じて定義、選択、識別又は記述されても
よい。
【００７４】
[0088]　方法の一変形例では、メディアセグメントの選択を受信するステップは、メディ
アの開始タイムスタンプにおける入力を受信するステップ（メディアは、再生又は一時停
止されてもよい）と、入力が維持されている間に開始タイムスタンプからメディアを再生
するステップと、終了タイムスタンプ（停止タイムスタンプ）における入力の解除を検出
するステップと、を含む。例えば、ユーザは、時間１：１２に対応する点で音声レイヤ上
の「マウスダウン」を実行することができ、時間１：３５に対応する点にカーゾルをドラ
ッグし、次に、「マウスアップ」を実行してもよい。マウスボタンを解放する際、メディ
アプレーヤは、１：１２から１：３５まで映像を再生することができ、その映像部分を停
止させる又は代替的にループすることができる。方法の一変形例では、メディアは開始タ
イムスタンプから再生され、終了タイムスタンプは、第２入力（例えば、マッピングされ
たキーの第２入力）の受信時に設定される。
【００７５】
[0089]　メディアは、代替的に、セグメント選択中にメディアセグメントの前及び／又は
後の追加メディアコンテンツ（メディアコンテンツが存在する場合）を再生することがで
きる。このようなセグメントパディングは、メディアセグメントが、先行する及び後続の
メディアコンテンツのあるコンテンツとともに視聴されることを可能にする。メディアコ
ンテンツ選択は、メディアセグメントにメディア部分を追加するように又はメディアセグ
メントから部分を除去するように速やかに調節されてもよく、メディアセグメントは、あ
る変形例では、メディアパディング内に示されるメディアの部分を追加する。
【００７６】
[0090]　追加的に、メディアセグメントを選択するステップは、キャプション規制を実行
するステップを含んでもよい。通常、キャプション規制は、セグメント時間を案内する最
小及び最大キャプション長さに関連する。最小及び最大閾値は、文字カウント、単語カウ
ント、単語毎の読み取り速度、及び、読み取り速度の他の適切な近似値に基づいてもよい
。セグメントが所定の期間にあることを阻止される一方で、代替的に、警告が起動されて
キャプション期間の問題を有するユーザに通知する。例えば、選択されたメディアセグメ
ントが所定のキャプションに対して小さ過ぎる場合、音声レイヤ内の画像表示は色を変化
させてもよい。理想的には、選択されたセグメントは、メディアコンテンツの視聴者がキ
ャプションを読み取るための適度な時間を有している。従って、最小及び最大長さ閾値は
、平均キャプション長さ及び読み取り速度に従って設定されることが好ましい。読み取り
速度は、個人又は集団に関する既定データから決定されてもよく、又は、経験的に決定さ
れてもよい（例えば、ユーザの目の動きを監視することによって）。代替的に又は追加的
に、メディアセグメント境界は、注釈の長さに基づいて、注釈が受信される際に動的に調
節されてもよい。従って、キャプションがタイプされる際、セグメントは、メディアセグ
メント閾値に一致させるために自動的にサイズを拡大又は縮小することができる。代替的
に、メディアセグメント期間の動的なサイズ変更は、ユーザによってオーバーライドされ
てもよい。
【００７７】
[0091]　選択されたメディアセグメントを表示するステップＳ７００は、選択されたメデ
ィアセグメントを視覚的に表示して、キャプションに関するタイミングを表示するように
機能する。定義されたメディアセグメントは、メディアプレーヤ上でレンダリングされる
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ことが好ましいが、代替的に、他の場所でレンダリングされてもよい。選択されたメディ
アセグメントは、音声信号の視覚表示上で表示される（例えば、記述される、表示される
又は示される）ことが好ましいが、代替的に、タイムラインの画像表示上、映像フレーム
の画像表示上に表示されてもよく（例えば、音声信号のタイムライン／視覚表示に対応す
る複数の連続的な映像フレームがレンダリングされる）、又は、メディアタイムラインの
任意の適切な表示上に表示されてもよい。メディアセグメントは、開始タイムスタンプを
表示する位置にある第１境界又はアンカー（開始タイムスタンプ）、及び、終了タイムス
タンプを表示する位置にある第２境界又はアンカー（終了タイムスタンプ）で表示される
ことが好ましい。選択されたセグメントは、それぞれのタイムスタンプに対応する位置に
位置決めされた第１及び第２アイコン（例えば、時間軸、ドットなどに直行する線）によ
って表示されることが好ましいが、代替的に、選択されたメディアセグメントを境界付け
るウィンドウによって表示されてもよく、選択されたメディアセグメント（例えば、タイ
ムライン上、音声レイヤ上、又は映像フレーム上）を強調することによって表示されても
よく、又は、任意の他の適切な方法で表示されてもよい。メディアセグメントは、選択さ
れる際に視覚化されることが好ましい。方法の一変形例では、第１境界は、開始タイムス
タンプの選択（例えば、入力の最初の受信）時にレンダリングされ、第２境界は、終了タ
イムスタンプの選択（例えば、停止イベントの検出）時にレンダリングされる。方法の別
の変形例では、第１境界及び第２境界は、開始タイムスタンプの選択時にレンダリングさ
れ、第２境界は、開始タイムスタンプから離れた既定の期間を表示する位置でレンダリン
グされることが好ましい。終了タイムスタンプの連続的な選択は、第２境界を、終了タイ
ムスタンプを表示する位置に移動させることが好ましい。メディア再生中の維持された入
力の除去時に終了タイムスタンプが設定される変形例では、第２境界は、メディアの現在
の再生位置と同期して移動し、メディアの現在の再生位置を表示することが好ましい。し
かしながら、選択されたメディアセグメントは、任意の他の適切な方法で表示されてもよ
い。
【００７８】
[0092]　メディアセグメントの境界は、追加的に、修正され、調節され、増やされ、編集
されてもよく、又は、（例えば、元のセグメント化しているユーザアカウント又は別のユ
ーザアカウントからの）連続的に受信されたユーザ入力によるその他の方法で、更新され
てもよく、方法は、追加的に、境界修正を受信するステップと、修正された境界によって
表示される開始及び終了タイムスタンプを、変更された境界に関連付けられたタイムスタ
ンプ値に設定するステップと、を含む。例えば、一旦視覚化された第１又は第２境界は、
選択されてもよく（例えば、クリックされる、又は、マッピングされたキーの選択などに
よって選択される）、視覚表示上の新たな位置にリセットされてもよく（例えば、ドラッ
グされる）、リセットされた境界に関連付けられた開始又は終了タイムスタンプは、変更
されて、新たな境界位置によって表示されたタイムスタンプ値を反映することが好ましい
。代替的に、境界は数値インターフェースを通じて変更されてもよく、ユーザは、所定の
タイムスタンプに関する新たなタイムスタンプを増加させ、減少させ又は入力することが
できる。メディアセグメントの開始又は終了アンカー（それぞれ第１及び第２境界）を修
正している間、メディアプレーヤは、映像プレイバックを調節して、メディアセグメント
内に含まれる映像部分を反映させることができる。メディアセグメントの開始又は終了タ
イムスタンプ（アンカー）を異なる時間部分に移動させる時、メディアプレーヤは、メデ
ィア内のその位置に関するメディアの部分をスクラブする又は提示することができる。同
一のメディアセグメントに関する複数の異なる境界は、複数のユーザから受信されてもよ
く、通常選択された境界は、キャプションファイル内のそれぞれのタイムスタンプとして
設定されることが好ましい。代替的に、境界は、モデレータによって選択され、音声ファ
イルのコンピュータセグメント化と最も適合するものとして選択され、又は、他の方法で
選択される。
【００７９】
[0093]　開始及び終了タイムスタンプに関連付けられたキャプションを備えるキャプショ
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ンファイルを生成するステップＳ８００は、メディアファイルに関するすべてのメディア
セグメントをデータオブジェクト内に特徴付けるように機能する。メディアキャプション
ファイルは、再生中のメディアとともにキャプションを表示するように構成されることが
好ましく、また、メディアの映像及び音声に同期されることが好ましい。メディアキャプ
ションファイルは、データファイル、データモデルのパラメータ内に記憶されたデータと
して保存され、又は、任意の適切な方法で存続させられることが好ましい。一変形例では
、メディアキャプションファイルは、キャプション付けがメディアファイルの再生時に利
用可能であるように、メディアファイルに関連付けて記憶される。別の変形例では、メデ
ィアキャプションファイルは、ダウンロード可能又はストリーミング可能なリソースとし
て作成される。例えば、メディアホストサービスは、受信デバイスがメディアホストサー
ビスからメディアを要求する時、受信デバイスにキャプションをストリーミングするよう
に、キャプション付けサービスに要求を送信することができる。キャプションファイルは
、メディアを記憶しているメディアリポジトリ上に保存されてもよく、又は、メディアを
記憶するサービスとは別個のサービスに属する別個のサーバ上に保存されてもよい。キャ
プションファイル内のキャプションは、空（空ストリング）であってもよく、代替的に、
テキストなどの注釈が投入されてもよい。キャプションファイルを作成するステップは、
予め存在するキャプションファイルを更新する又は編集するステップを含むことが好まし
いが、代替的に、新たなファイルを作成するステップを含んでもよい。
【００８０】
[0094]　方法は、追加的に、セグメント化しているユーザから、定義されたメディアセグ
メントに関する注釈を受信するステップＳ９００を含んでもよく、注釈を受信するステッ
プは、メディアセグメントキャプションにコンテンツを割り当てるように機能する。セグ
メント化しているユーザは、第１ユーザとして扱われることが好ましいが、代替的に、異
なるユーザであってもよい。代替的に、図１４Ａ及び図１４Ｂに示すように、注釈は、セ
グメント化しているユーザとは異なるユーザから受信されてもよい。注釈（キャプション
コンテンツ）は、テキストであることが好ましいが、代替的に、画像及び／又はナレーシ
ョン／再録などのキャプション付けで用いられた他のメディアを含んでもよい。直接の入
力（例えば、キーストローク又はカーソルの動き）なしのメディアセグメントのタイミン
グの設定後にユーザがキャプションを直接タイプすることができるように、メディアセグ
メントの識別／定義を開始する時又は完了するユーザ上のキャプション入力フィールドに
焦点が自動的に設定されてもよい。方法のこの変形例は、メディアセグメント選択を受信
するステップと、キャプションボックスを即座に作成するステップと、介在するステップ
なしで、メディアセグメント選択に応じてキャプションボックスに焦点を向けるステップ
と、を含む。
【００８１】
[0095]　代替的に、メディアセグメントに関する注釈は、アップロードされたスクリプト
から決定され、スクリプトラインのテキストは、タイミング、性別、シーン、キーフレー
ム又は任意の他の適切なパラメータに基づいて関連のメディアセグメントに一致させられ
る。別の変形例では、注釈は、開始タイムスタンプに関連付けられた注釈テキストを含む
ファイルから決定され、注釈テキストは、開始タイムスタンプに基づいてキャプションフ
ァイル内の正確なキャプションにマッピングされる。例えば、注釈は、開始タイムスタン
プに一致している開始スタンプを有するキャプションにマッピングされてもよく、又は、
記録された注釈タイムスタンプがそれぞれの開始及び終了タイムスタンプの間で生じるキ
ャプションにマッピングされてもよい。
【００８２】
[0096]　代替的に、対応の定義されたメディアセグメントを有しないメディアの部分につ
いて、ユーザは、注釈入力フィールド内にテキストを入力することができ、メディアセグ
メントは自動的に作成されてもよい。このような変形例では、メディアセグメントは、音
声又は他の要因に基づいて、予め定義された期間をデフォルトにすることができ、又は、
期間の自動決定を用いることができる。テキスト又は他の注釈コンテンツは、対応のメデ
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択することによって、編集されてもよい。キャプションテキストは、映像のスピーチの転
写であることが好ましい。キャプションテキストは、代替的に、映像のスピーチの翻訳、
補足的／主観的／情報のテキスト、署名及び他のテキストの翻訳、又は、任意の適切なコ
ンテンツであってもよい。
【００８３】
[0097]　追加的に、方法は、キャプションパラメータを設定するステップを含んでもよく
、キャプションパラメータを設定するステップは、メディアセグメントの任意の追加の態
様を設定するように機能する。キャプションパラメータは、任意の適切なユーザインター
フェースを通じて設定されることが好ましい。キャプションパラメータは、スピーカ割り
当て、キャプション付け分類（スピーチ、音響効果、音楽、文章翻訳など）、フォントス
タイル、キャプション位置決め、キャプション推移、又は、キャプションの任意の適切な
特性を含んでもよい。例えば、ＷＹＳＩＷＹＧキャプションインターフェースでは、ユー
ザは、キャプションを、映像セグメントの任意の適切な領域に位置決めすることができる
。アカウントは、追加的に、コメントすることができ、また、メディアセグメント上の他
の共同行動を実行することができる。
【００８４】
[0098]　システム及び方法は、コンピュータ読み取り可能命令を記憶しているコンピュー
タ読み取り可能媒体を受け入れるように構成された機械として、少なくとも部分的に具現
化及び／又は実装されてもよい。命令は、コンピュータ実行可能コンポーネントによって
実行されることが好ましく、コンピュータ実行可能コンポーネントは、アプリケーション
又はサーバホストアプリケーションのキャプションインターフェースと一体化されること
が好ましい。コンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ、光学デバイス（ＣＤ又はＤＶＤ）、ハードドライブ、フロッピー（登録商標
）ドライブ、又は、任意の適切なデバイスなどの任意の適切なコンピュータ読み取り可能
媒体上に記憶されてもよい。コンピュータ実行可能コンポーネントは、一般的な又はアプ
リケーション特有のプロセッサであることが好ましいが、任意の適切なハードウェア専用
又はハードウェア／ファームウェアの組み合わせデバイスが、代替的に又は付加的に、命
令を実行してもよい。
【００８５】
[0099]　簡潔にするために省略したが、好適な実施形態は、様々なシステムコンポーネン
ト及び様々な方法のプロセスのすべての組み合わせ及び配列を含む。
【００８６】
[0100]　当業者が先の詳細な説明から及び図及び特許請求の範囲から認識する際、以下の
特許請求の範囲で定義された本発明の範囲から逸脱することなく、本発明の好ましい実施
形態を修正及び変更することができる。



(35) JP 2016-509408 A 2016.3.24

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(36) JP 2016-509408 A 2016.3.24

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(37) JP 2016-509408 A 2016.3.24

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(38) JP 2016-509408 A 2016.3.24

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(39) JP 2016-509408 A 2016.3.24

【図１７】



(40) JP 2016-509408 A 2016.3.24

10

20

30

40

【国際調査報告】



(41) JP 2016-509408 A 2016.3.24

10

20

30

40



(42) JP 2016-509408 A 2016.3.24

10

20

30

40



(43) JP 2016-509408 A 2016.3.24

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＹｏｕＴｕｂｅ

(72)発明者  リー，サンジン
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９４１０４，サンフランシスコ，ブッシュストリート　２２
            ５，スイート　１３２５
Ｆターム(参考) 5C053 FA14  GB11  GB12  HA22  HA24  HA25  HC05  JA16  LA14 
　　　　 　　  5C164 MA06P UB08S UB10P UB88P UB94S


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

